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子どもフォーラム（市民ホール）

対前月比

－７４人

－３９人

－３５人

－１２世帯

１０月１日現在

人口 ７５，７７４人

男 ３７，７５８人

女 ３８，０１６人
世帯数
３０，４２４世帯

桶川市役所
〒３６３－８５０１ 桶川市泉１－３－２８
ＴＥＬ：０４８－７８６－３２１１
ＦＡＸ：０４８－７８６－９８６６
ＵＲＬ：http : //www.city.okegawa.lg.jp
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裏表紙

いっしょにDOですか？
第９回桶川市消費生活展
第８弾秋の大婚活

東公民館講演会・魅力的な人間関係・
親子関係のつくり方

川田谷公民館 ものづくり談話会
�各種無料相談
�健康づくり幸せづくり
�響の森情報
�フォトスケッチ
�市民伝言板
�休日当番医・ごみ収集・納税
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こどもフォーラム
平成２４年度総務省自治税務局長特別
表彰を受賞
人事行政の運営状況等を公表
１１月は「児童虐待防止推進月間」です
情報ステーション
情報公開・個人情報保護審議会委員を募集します
税法上の被扶養者、正しく申告していますか
新たに市指定文化財が指定されました
消費生活センターからのお知らせ

健康ステーション
骨密度測定を実施します

も
く
じ
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桶桶桶平平成成2244年年度度 川川川市市市 ムムムフフフもももどどど子子子 ォォォ ラララーーー
桶川西小：小久保涼都・下地 真未・多田 桃加
加 納 小：山口 真由・吉見 貴志・中野 辰海
川田谷小：清水 孝市・増田 朋・水谷 莉子
桶川東小：新谷 朋花・四ツ屋優香・加藤 祭里
日出谷小：�梨 恭・佐々木 岳・金子 優美
朝 日 小：山中 美樹・佐藤 亜美・山口 智也
桶 川 小：殿塚 星・石井 崇之・高橋 成

【市長講評】
それぞれのグループ

で自分たちの意見を出
し合い、１つのものに
まとめたものを発表し
てもらいました。本日
は皆さんにとって貴重
な経験になったと思い

ます。本日、各グループからいただきまし
たご提案によく耳を傾け、これからの街
づくりに生かせていけるよう頑張ります。

桶川市長 岩 � 正 男

今年で１０回目をむかえた子どもフォーラムが市内の小学校６年生２１人の参加により、８月３０

日、市民ホールで開催されました。

子どもフォーラムは、桶川市の将来を担う子どもたちが、自分たちの住んでいるまちについ

て、自らの視点で提言を行い、市政に反映させるとともに、次代を担う子どもたちに地方自治

への関心を高めていただくことをねらいとして行っています。

当日は分野別に４グループを構成し、最初に各自の考えた問題点や対策を発表した後、グル

ープとしてまとめた意見を市長へ提言していただきましたので紹介します。

今今今今今今今今今今今今今今今ののののののののののののののの問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題
�道がでこぼこしている。
�砂利道がある。
�道がせまく、縁石のあるところが少ない。
�段差がある。
�放置自転車が、道路をせまくしている。
そのため、不自由な方や車いすが通りにくい。

将将将将将将将将将将将将将将将 来来来来来来来来来来来来来来来 像像像像像像像像像像像像像像像
�放置自転車の整備。
�場所を有効に使えるよう地下に駐輪場を作る。
�歩行者、自転車、車が、それぞれ安全に通れるように
道を分ける。
�中山道の道が狭くて人とぶつかりそうになるので、そ
こに目をつけてほしい。
�バリアフリーがどこでもあり、みんなで助け合える。

ここれれかかららのの対対策策
�歩行者や自転車などが安全に通れるようにガードレー
ルの設置。
�自分の身は自分で守る。
�危険な道路をなるべくさけ、
他の道を通るのが事故にあ
わないための一番の対策。
�音がなる信号機の設置。
�みんなが相手の事を思いやる通行ルールを広げたい。
�点字ブロ
ックをど
こにでも
設置する。

今今今今今今今今今今今今今今今ののののののののののののののの課課課課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題題題題
最近、市内の公園や学校、駅前、道路な
どにゴミが落ちているのを多く見かけます。
このままでは緑が減ってしまいます。

将将将将将将将将将将将将将将将 来来来来来来来来来来来来来来来 像像像像像像像像像像像像像像像
�ゴミのポイ捨てのない市になってほしい。
�自ら進んでゴミの拾える人が多くなって
ほしい。
�緑が多くなってほしい。

みみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななながががががががががががががががででででででででででででででできききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるこここここここここここここここととととととととととととととと

�ゴミ拾いなどのボランティア活動に参加
する。
�木を植える活動
をする。
�ポスターでの呼
びかけをする。
�ポイ捨てをして
いる人がいたら
注意する。

まま とと めめ
みんなで桶川の環境問題を考えて自慢で
きる市にしていきたいと思いました。

問問問問問問問問問問問問問問問 題題題題題題題題題題題題題題題 点点点点点点点点点点点点点点点
�公共施設が少ない。
�ボールの禁止が多い。
�ボール遊びができないことからボール投げの
結果が県の平均より下回った。
�桶川市の人口一人あたりの公園の面積が（２．７
�）少ない。

�公園が少ないし、大きな公園に行くのに時間
がかかる。また公園が小さいから大勢で遊べ
ない。

改改 善善 点点
�サン・アリーナなどの公共施設、小学校の体
育館を貸し出しが出来るようにしてほしい。

�ボール遊びを解禁するために、公園の周りに
ネットなどを張り、ボールが外に転がらない
ようにしてほしい。

�天気に関係無く遊べ
る公共施設がほしい。

�１人あたりの公園面
積を６�ぐらいに増
やしてほしい。

問問問問問問問問問問問問問問問 題題題題題題題題題題題題題題題 点点点点点点点点点点点点点点点
不審者が多い
�大声でさけんでも来てくれるか不安。
�子ども１１０番の家に行きづらい。
�地域とのつながりが少ない。

対対策策・・改改善善点点
�子ども１１０番の家
子ども１１０番の家と人の写
真つきの地図を作る。子ど
も１１０番の家の人との交流会をする。

�歴史めぐりマラソン大会を開こう！
いざという時に子ども１１０番の家に助けを求めやすく
するため、市民マラソンなどを行って顔見知りにな
る。

�みんなでゴミひろい
ゴミ拾いをすることで知らない道や場所を知ること
ができる。また、地域の人と一緒にゴミ拾いをする
ことで交流を深める。

�あいさつ運動
あいさつをすることで、コミュニケーションを深め
る。また、地域に出て行ったり、地域の人に来ても
らっての
あいさつ
運動をす
ることで、
つながり
を深める。

参参加加者者
（（敬敬称称略略））

みんなが笑顔になれる街

「桶川市のみんなで
遊べる公共施設」

CC
ググルルーーププ

ゴミをなくして緑の街へ

「解決しよう�
桶川の環境問題」

AA
ググルルーーププ もっと安全な道路へ

「道を広く、通りやすく!!!」

BB
ググルルーーププ

人と人とが繋がる街

「人と人がつながって
安全にくらせる桶川」

DD
ググルルーーププ
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総務部収税課が、平成２４年度総務省
自治税務局長特別表彰を受賞し、１０月
２日に東京都内で開催された表彰式典
において、自治税務局長から表彰状が
授与されました。
総務省自治税務局長特別表彰は、地
方税務行政の運営に特に貢献したと認
められる地方公共団体の組織などを表
彰し、全国に紹介することによって、
地方税務行政の一層の推進・適正化を
図ることを趣旨に贈られるものです。
受賞団体は、地方税の賦課徴収事務
などに関し、全国的に見て先進的な取組みを行い、顕著な功績を上げ、真に全国の模範となると認められ
るものを基準として審査決定されるものです。本年度の団体表彰は、本市が全国で唯一の受賞団体です。

多重債務者相談

�庁内ネットワークによる多重債務相談と救済
平成１９年度から開始された多重債務相談は、

全国的にも先進的な庁内ネットワークを整備

し、相談窓口を通じ弁護士、司法書士などと

連携して納税者の多重債務の解消に努めてき

ました。

納期限内納付の向上

�自主納付の働きかけ
�口座振替制度の利用促進
口座振替申込みは簡易なハガキ様式により、

口座振替率の向上を図っております。口座振

替による収納額の割合は高く、納税者皆様の

納税意識の高さが表れています。平成２３年度

市税全体の口座振替納付率は４７．６％となって

います。

�コンビ二収納の開始
平成２１年４月からコンビ二納付を開始して、

納付窓口の拡大を行い自主納付がよりしやす

くなりました。

�土曜開庁により納税相談
平日に来られない人を考慮し土曜午前に相談

課窓口を開設し、個別に納税相談が行える環

境を整えています。直接お話を伺い、納得し

ていただく中で完納に向けた収納事務を行っ

ています。

滞納整理の強化

�新たな滞納整理手法による納付の強化
動産のインターネット公売を実施し、公売代金を市税に充

当しています。

�滞納処分の強化
財産調査を行い地方税および国税徴収法による財産の差押

え、換価を行っています。収入未済額を圧縮し、徴収率は

年々上昇しています。また、差押件数は、平成１９年度に比

べ平成２３年度は約２．４倍の差押（５９７件）を実施、換価金額

も約２倍となりました。

�徴収職員のスキルアップ
地方税法に則った公平・公正・適正な滞納整理をさらに推進

するため、平成１９年度から国税OBを市税収納指導担当

として配置し、滞納整理の進まない事案を収税課職員で協

議・研究し、解決に向けて取り組んでいます。また、職員が

資質を高め、専門的知識の吸収を図るため内部研修体制を

確立しています。

新たな滞納者の抑制

�現年滞納事案の早期着手
�現年高額滞納事案を早期から納付履行を監視し、早期滞納
整理に着手しています。

�賦課担当との連携強化により、現年高額滞納事案の未然防
止、期限内納付を励行しております。平成２３年度現年納税率

は、埼玉県下３９市の中で市県民税（９９．２２％）・固定資産税

（９９．４５％）・軽自動車税（９９．０２％）・国民健康保険税（９５．５８

％）がすべて第１位となりました。

◇市では、今後も関係機関との連携により滞納整理を進めるとともに、現年度課税分の納期内納付の
向上、そして公平・公正・適正な滞納整理に努めていきます。
納税者の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いします。 問合せ�収税課

総総務務省省自自治治税税務務局局長長特特別別表表彰彰をを受受賞賞
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市税（市県民税・法人市民税・固定資産税・都市計画税・軽自動車税）、国民健康保険
税、介護保険料、後期高齢者医療保険料（以下「市税など」といいます。）に対する納税
者の信頼を確保するため、市では、１１月～１月を「滞納整理強化期間」として、市税などの滞納整理を強化します。
具体的には、日曜納税相談窓口の開設や夜間納税相談窓口の実施などにより、自主納付をお願いするとともに、

納税意思のない滞納者に対しては、地方税法および国税徴収法の規定に基づき、給与・預貯金・生命保険・不動産・
自動車などの財産の差し押えを実施します。
市税などが未納となっている人は、早急に納付されますようお願いします。
なお、納付が困難である特別な事由がある場合には、必ず収税課までご相談ください。

【滞納整理強化期間の期間中納税相談窓口を拡大します】

滞納整理強化期間の期間中は、次のとおり納税相談窓口を
開設します。
�日曜納税相談窓口
と き�１２月９日�・１６日� 午前９時～午後４時
ところ�収税課（市役所西庁舎）

�夜間納税相談窓口
と き�１２月１０日�～１４日�（水曜日を除く）

午後７時まで
ところ�収税課（市役所西庁舎）

【納税には便利な口座振替を】

市税などの納付には、納め忘れもなく、納付の手間も
省ける口座振替が便利です。
口座振替を希望される人は、市役所または市内各金融

機関の窓口にあります「口座振替依頼書」に必要事項を
記入し、申し込みください。
なお、口座振替の結果につきましては、随時お手元の

通帳によるご確認をお願いします。

市税などの納付場所は納付書の裏面をご覧ください。

市税などを納付しないとどうなるの？
�督促状、催告書などによっても納付さ
れなかった場合は、他の納税者との公
平性の観点から、財産を差し押さえます。
※財産を差し押さえるにあたっては、事
前の通告なく、差し押えを実施します。

どんな財産を差し押さえるの？
�預貯金、給与、生命保険や売掛金、不動産、自動車、動産（貴金属類、腕
時計、ハンドバックなど）など、換価が有効と判断される財産について、

差し押えを実施します。

どうやって財産を調査するの？
�各金融機関に対する預貯金の調査
や、勤務先への給与調査、取引先
への売掛金調査などを実施します。

財産が発見できない場合は？
�各調査で財産が発見できなかった
場合には、警察官などの立会いの
うえ、複数の市役所職員が自宅や店
舗などを訪れて捜索を実施し、直接
財産を差し押える場合があります。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月はははははははははははははははははははははははは滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

市の差押・公売実績 （単位：件）

２３年度

７

４５５

２９

１１

８１

６

５９７

８

０

８

２２年度

２４

３５５

０

２

７２

７

４６２

２

０

２

２１年度

１８

３４２

５

７

３９

５

４１６

０

２

２

不 動 産

預 金

所得税還付金

給 与

生 命 保 険

そ の 他

合 計

動 産

不 動 産

合 計

差
押

公
売

差押・公売による換価金額（市税等充当額） （単位：円）

２３年度

５０，６３１，９１９

３，８０１，８３６

５４，４３３，７５５

※「換価」とは差押財産を金銭に換える強制的な措置をいう。

２２年度

４２，８２４，３７９

４，０９８，９４７

４６，９２３，３２６

２１年度

４３，５６３，８７８

５，３７９，９４８

４８，９４３，８２６

市税等へ充当

延滞金へ充当

合計

換価処分

債権取立
公売実施

財財財財財財財財財財財財財財財財産産産産産産産産産産産産産産産産差差差差差差差差差差差差差差差差押押押押押押押押押押押押押押押押
催告書発送・電話

督促状
発送

納期限を過ぎ
ると延滞金が
発生します。

納税通知書
発送

滞 納 処 分 に つ い て お 答 え し ま す

市 税 等 滞 納 処 分 の 流 れ
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市職員の給与や勤務条件の状況などを市民の皆さんにお知らせします。 問合せ�総務課

�分限処分 ３人 �懲戒処分 ０人

�職員の守るべき義務の概要
法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念す
る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限
�営利企業等従事の許可状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
１件（区長委嘱） １件（農業従事）

�職員研修の概要（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 延べ３９６人参加
�階層別研修 １５５人
内訳…新規採用職員研修（前期・後期）、中堅職員研修�（意識改革研修）、中堅職員研修�（憲法）、

主査級研修、主幹級研修、課長級研修、部次長級研修 ほか
�特別研修 １４９人
内訳…人事評価者研修、女性職員のキャリアアップ研修 ほか
�派遣研修 ９２人
内訳…自治大学校、自治人材開発センター、市町村アカデミー、北足立北部共同研修会 ほか

�職員の勤務成績の評定方法および活用方法の概要
職務遂行に現れた職員の保有する知識、能力、執務姿勢等を職員ごとに評価し、評価結果は人事配置
や職員の処遇に反映しています。

�定期健康診断の実施状況 ４２７人
�公務災害等の発生状況 公務中 １件 通勤中 １件

�勤務条件に関する措置の要求の状況 平成２３年度は、措置要求案件はありませんでした。
�不利益処分に関する不服申立ての状況 平成２３年度は、不服申立て案件はありませんでした。

�一般行政職の級別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）
（標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
計

標準的な職務内容 主事補技師補 主事技師 主 任 主 査 主 幹 課 長 次 長 部 長
職 員 数 ２８ ６４ ４９ ６４ ３５ ３３ １７ ６ ２９６
構 成 比 ９．５％ ２１．６％ １６．６％ ２１．６％ １１．８％ １１．２％ ５．７％ ２．０％ １００％

�人件費の状況（平成２３年度普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
歳出額
Ａ

実質収支
人件費
Ｂ

人件費比率
（Ｂ/Ａ） 注）人件費には、特別職に支給され

る給料、報酬等を含みます。
２３年度

平成２４年３月３１日現在
７５，２６４人

千円
１９，９４０，９１４

千円
６３６，３２７

千円
３，８３８，０２０

％
１９．２

�職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成２４年４月１日現在）

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

３２５，７３４円 ４１．２歳

�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２４年４月１日現在）

区 分 経験年数１０年
以上１５年未満

経験年数２０年
以上２５年未満

一 般
行政職

大学卒 ２９４，４９６円 ３８０，５３９円
高校卒 ２４７，１００円 ３４７，１３１円

�職員給与費の状況（平成２４年度普通会計予算）

区分 職員数
給 与 費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

２４年度 ４２１人 千円
１，５９７，４２５

千円
３１３，４０６

千円
５７９，０３６

千円
２，４８９，８６７

注１）職員手当には退職手当を含みません。
注２）給与費は当初予算に計上された額です。

�職員の初任給の状況（平成２４年４月１日現在）
区 分 初任給

桶川市 一般行政職
大学卒 １７８，８００円
高校卒 １４９，８００円

埼玉県 一般行政職
大学卒 １７８，８００円
高校卒 １４４，５００円

国 一般行政職
大学卒 １７２，２００円
高校卒 １４０，１００円

職員の給与の状況2

�職員数の状況（各年４月１日現在）

職 員 数
H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４
４６４ ４５９ ４５０ ４４９ ４３９ ４３５ ４３４ ４３０ ４３０ ４３３

�職位別昇格者数（平成２４年４月１日付）
職位 部長級 次長級 課長級 主幹級 主査級 主任級 主事級
昇格者数 １ ４ ５ ９ ２０ ５ １７

�退職の状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

区分 定年
退職

勧奨
退職

そ の 他
合計普通

退職
分限
免職

懲戒
免職 失職 死亡

退職
任期
満了

一 般
行政職 １７ ４ １ ０ ０ ０ ０ ６ ２８

現業職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

�新規採用の状況（平成２４年４月１日現在）

区 分
新規採用 再

任
用

任
期
付

受験
人数

採用人数
男 女 合計

一 般 行 政 職 １０５ １５ ９ ２４ １９ ７
事 務 職（ 一 般 ） ７５ １０ ４ １４ １８ ３
事務職（社会福祉士） ７ １ ２ ３ ０ ０
技 術 職（ 土 木 ） １７ ４ ０ ４ ０ ０
技 術 職（ 建 築 ） ― ― ― ― １ ０
保 育 士 ６ ０ ３ ３ ０ ３
栄 養 士 ― ― ― ― ０ １
現 業 職 ― ― ― ― １ ０

※再任用、任期付については、平成２４年４月１日に在籍している職
員数です。

�部門別職員数
（各年４月１日現在：地方公共団体定員管理調査から）

対前年
増 減
△１
△２
＋１
０
△１
＋２
△１
＋６
△２
＋２
＋１
＋１
＋３
０
０
０
＋３

※地方公務員の育児休業等に関する法律に基づく任期付職員
については除外しています。

職員数
H２４
６
９３
２９
１
５
４
５５
１１９
３８
３５０
５３
５３
４０３
１１
１９
３０
４３３

H２３
７
９５
２８
１
６
２
５６
１１３
４０
３４８
５２
５２
４００
１１
１９
３０
４３０

部 門

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生

一般行政計 Ａ
教 育

特別行政計 Ｂ
普通会計の計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ

下 水
その他

公営企業の計 Ｄ
合計 Ｃ＋Ｄ

職員の任免および職員数に関する状況1

埼玉県央広域公平委員会からの報告事項8

職員の福祉および利益の保護の状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）7

職員の研修および勤務成績の評定の状況6

職員の服務の状況5

�年次有給休暇の取得状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
平均取得日数

１０．３日

対象職員数

４０９人

総取得日数

４，２３３日

総付与日数

１５，６７４日

�勤務時間の状況（平成２４年４月１日現在）
１週間の勤務時間 勤務時間の割り振り

３８時間４５分
始業 終業 休憩時間 週休日

８：３０ １７：１５ ６０分 土・日曜日

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3
�育児休業等取得状況

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
区分 男 女
継 続 ０ ５
新 規 ０ ８

�時間外勤務の状況
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

平均時間外勤務
時間数（１ヵ月）

１０．３

時間外勤務
総 時 間 数

３０，４５３

対 象
職員数

２９６

地 域 手 当 地域における民間の賃金水準や物価等の事情を考慮して支給する
手当

通 勤 手 当 交通機関利用者は運賃相当額、交通用具利用者は距離に応じて算
出した額

特殊勤務手当 著しく危険、不快な業務など、特殊な業務に従事する職員に対し
て支給する手当、清掃作業手当や行旅死亡人取扱手当など６種類。

時間外手当
（１時間当たりの算出方法）

（給料月額＋地域手当）×１２月
１週間の勤務時間×５２

× １２５
１００

～ １７５
１００

	特別職の報酬の状況（平成２４年４月１日現在）
期末手当

年間３．５０月分
※支給額の減額
市 長：１０％
副市長：５％

年間３．７５月分
※支給額の５％減額

給料月額等

９１２，０００円
７８０，０００円

４３７，０００円
３８４，０００円
３５８，０００円

区分

市 長
副市長

議 長
副議長
議 員

職員の分限および懲戒処分の状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）4


職員手当の状況（平成２４年４月１日現在）
区分 期末・勤勉手当 退職手当 扶養手当（月額） 住居手当（月額） 地域手当

桶
川
市

年間支給率３．９５月分（２．１月分）
職制上の段階、職務等による加算
措置
（ ）は、再任用短時間勤務職員に
係る支給割合

勤続年数 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分
勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分
勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分
最高限度 ５９．２８月分 ５９．２８月分

配偶者 １３，０００円
配偶者以外６，５００円
満１６～２２歳までの子

５，０００円加算

借家等居住者
最高２７，０００円まで
持家居住者

４，５００円

（支給率）
３％

国

年間支給率３．９５月分（２．１月分）
職制上の段階、職務等による加算
措置
（ ）は、再任用短時間勤務職員に
係る支給割合

勤続年数 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３．５０月分 ３０．５５月分
勤続２５年 ３３．５０月分 ４１．３４月分
勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分
最高限度 ５９．２８月分 ５９．２８月分

配偶者 １３，０００円
配偶者以外６，５００円
満１６～２２歳までの子

５，０００円加算

借家等居住者
最高２７，０００円まで

（支給率）
３％

桶川市地域
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子子どどもものの虐虐待待をを未未然然にに防防ぎぎままししょょうう
たとえ「しつけのつもり」であっても、虐待は子どもの心や体に深い傷を残し、健全な成長を妨

げる大きな原因となります。
連絡（通告）により、問題を抱え困っている家庭に支援の手を差し伸べ、子どもをまもることが

できます。連絡（通告）による職員の訪問は、虐待者を処罰することでなく、支援のきっかけとお
考えください。また、連絡をされた人の秘密は守られます。

あなたにできること…

○子育て中の親子に優しいまなざし、あたたかい見守りをお願いします。
○子育てに悩んでいる人は、ひとりで悩まずに相談をしてください。
○虐待で苦しんでいる子どもは、がまんしないで相談してください。
○もしできるなら虐待を受けた子どもたちの親代わり（里親）になってください。
○「気にかかる子」や「もしかして虐待では？」と思ったときには下記の相談機
関に連絡してください。

子ども虐待とは…

もしかして…と感じたら迷わず連絡（通告）を！
�桶川市役所こども支援課 �７８６－３２１１
�埼玉県中央児童相談所 �７７５－４１５２
（月～金 午前８時３０分～午後６時１５分）
�児童相談所休日夜間児童虐待通報ダイヤル �７７９－１１５４

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月はははははははははははははははははははははははは『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』でででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
～気づくのは あなたと地域の 心の目～

平成２４年度「児童虐待防止推進月間」標語
桶川市要保護児童対策地域協議会

なぐる、ける、首をしめる、やけどを負わせる、体を激しく揺さぶる
など

性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラフィの被写体にす
るなど

家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に
放置するなど

「死んでしまえ」「産まなきゃ良かった」などのひどい言葉で傷つける、
無視、兄弟間の差別的扱い、子どもの目の前で、夫婦間で暴力をふる
うなど

身体的虐待

性 的 虐 待

保護の怠慢・拒否
（ネグレクト）

心理的虐待



平
成
２５
年
４
月
保
育
所（
園
）・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
規
入
所
申
込
受
付

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金

支
給
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
育
所
（
園
）・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
規
入
所
申
し
込
み
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
１０
月
号
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
▼
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
２
日

�
受
付
時
間
▼
（
平
日
）
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
７
時
、（
土
・
日
）
午
前
９
時
〜
１１

時
３０
分

受
付
場
所
▼
保
育
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

※
注
意
事
項

�
入
所
案
内
・
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、

保
育
課
、
市
内
埼
玉
県
認
可
保
育
所（
園
）、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
駅
前
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）。
就
労
証
明
書
な
ど
、
勤
務
先

で
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
書
類
は
余
裕
を
も
っ
て
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

�
入
所
は
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
書
類
不
備
の
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

�
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
	
保
育
課

県
で
は
、
市
（
区
）
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
中
学
校

へ
入
学
す
る
際
に
、
お
子
さ
ん
の
入
学
準

備
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対
象
▼
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
ま
た
は
、
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
、
平
成
２５
年
４
月
に
中
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
市

（
区
）
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
た

だ
し
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）。

支
給
額
▼
１
万
円
（
中
学
校
入
学
予
定

児
童
数
１
人
に
つ
き
）

受
付
期
限
▼
１２
月
２８
日


ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
▼
こ
ど
も
支
援
課

持
参
す
る
も
の
▼
金
融
機
関
の
口
座
を

証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
平
成
２４
年
１
月
２
日
以
降
桶
川
市
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
１
月
１
日
現
在
に
住
所

が
あ
っ
た
市（
区
）町
村
発
行
の「
市（
区
）

町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
こ
ど
も
支
援
課

市
で
は
、
平
成
９
年
１
月
１
日
か
ら
、

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
制
度

の
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
に
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

審
議
会
は
、
諮
問
に
基
づ
き
次
の
事
項

な
ど
を
審
議
し
、
答
申
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
平
成
２５
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
２６
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
２
年
間
で

す
。

【
審
議
会
の
主
な
審
議
事
項
】

�
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

�
思
想
、
信
条
な
ど
の
個
人
情
報
の
収
集

な
ど
の
承
認
に
つ
い
て

�
個
人
情
報
を
本
人
か
ら
直
接
収
集
し
な

い
と
き
の
承
認
に
つ
い
て

�
個
人
情
報
を
目
的
外
利
用
し
た
り
、
外

部
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
の
承
認
に
つ
い

て�
個
人
情
報
を
実
施
機
関
以
外
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
結
合
す
る
こ
と
の
承
認
に
つ

い
て対

象
▼
市
内
在
住
で
、
２０
歳
以
上
７３
歳

以
下
の
男
女
各
１
人
※
平
成
２５
年
１
月
１

日
現
在

申
込
方
法
▼
応
募
用
紙
に
応
募
理
由
な

ど
を
記
載
し
、
１１
月
１６
日


ま
で
（
消
印

有
効
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
３６３
�

８５０１
泉
１
�
３
�
２８
）
で
、
情
報
推
進
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
情
報
推
進
課
に

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
情
報
推
進
課

市
で
は
、
男
女
が
共
に
対
等
な
社
会
の

構
成
員
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
次
期
計
画
の
見
直
し
や

施
策
の
検
討
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や
現
状
を
把
握
し

よ
り
総
合
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の

で
す
。

調
査
期
間
▼
１１
月
中

調
査
対
象
▼
市
内
在
住
１８
歳
以
上
の
男

女
１,

０
０
０
人（
無
作
為
抽
出
に
よ
る
）

調
査
内
容
▼
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

こ
と詳

し
く
は
	
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp
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情
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テ
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ョ
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Ｏ
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市 長 の 想 い市 長 の 想 い
学
校
給
食
運
営
委
員
会
の

公
開
の
お
知
ら
せ

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
１１
回
定
例
会

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業

生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

児
童
扶
養
手
当
制
度
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�
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手当の額

月額
（一部支給、所得により
それぞれ違います）

４１，４２０円から９，７８０円まで

５，０００円を加算

２人の場合の月額に、１人につき３，０００円を加算

※ただし、所得制限があり、申請する人やその配偶者、および
同居などの生計を同じくしている扶養義務者（申請者の直系
親族、兄弟姉妹）の所得によって支給停止となる場合があり
ます。

月額
（全額支給）

４１，４３０円

子どもの
人数

１人

２人

３人以上

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

遺
児
手
当
制
度

第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
の
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２９
日
�
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
研
修
室

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を

制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
（
桶
川
市
学

校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
）

と
き
▼
１１
月
２０
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
講

習
室教

育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
回
の
教
育

委
員
会
は
、
１２
月
２５
日
�
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

埼
玉
県
共
同
募
金
会
が
中
心
と
な
り
、

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
配

分
金
を
受
け
て
生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
▼
平
成
２４
年
度
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

申
込
み
▼
「
歳
末
た
す
け
あ
い
援
護
金

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

担
当
の
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
民
生
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
提
出
す

る
場
合
は
、
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書
の

添
付
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
▼
１１
月
２２
日
�

詳
し
く
は
�
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
７２８
�
２
２
２
１

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社

様
水
２
リ
ッ
ト
ル
入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２００
ケ
ー
ス
（
１,
２
０
０
本
）

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
や
、
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害

の
あ
る
子
ど
も
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、

父
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
に
、
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

◆
助
成
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子
ど
も
が
満
１８

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
（
た
だ
し
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
は
満
２０
歳
未
満
）

◎
支
給
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
を

養
育
す
る
父
ま
た
は
母
若
し
く
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
子

ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も
な
ど

※
８
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件

に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ
た
場

合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

�
申
請
す
る
人
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い

て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き
や
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ

れ
る
公
的
年
金
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き
な
ど

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◎
支
給
の
要
件

精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
２０
歳
未

満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
育

て
て
い
る
人
で
す
。（
障

害
の
あ
る
子
ど
も
と
は
、

精
神
の
障
害
の
場
合
は
１

人
で
は
ま
っ
た
く
日
常
生

活
が
で
き
な
い
か
、
著
し

く
制
限
さ
れ
る
程
度
。
身

体
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
ま
た
は
３
級
程
度
）

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

�
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
と
き
な
ど

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
す

る
人
や
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
同
居
な
ど
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
（
申

請
者
の
直
系
親
族
、
兄
弟
姉
妹
）
の
所
得

に
よ
っ
て
支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

市
で
は
、
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母

が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど
も（
満

２０
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
）の
保
護
者

に
対
し
、
遺
児
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◇
支
給
対
象
者
は

親
権
者
、
後
見
人
そ
の
他
の
人
で
あ
っ

て
、
子
ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住

所
が
あ
る
人

手
当
の
額
▼

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
２,
０
０
０

円（
９
月
と
３
月
に
、６
か
月
分
ず
つ
支
給
）

支
給
期
間
▼

受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属

す
る
月
ま
で
ま
た
は
、
満
２０
歳
に
達
す
る

年
度
ま
で

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

今年も多くの実りを与えてくれた大地の恵みに感謝しなが
ら、秋の味覚を堪能できる幸せを感じる、そんな山装う季節
となりました。
湿度が下がり遠くの山々がはっきり見えるようになった気

候とは裏腹に、日本の政局はまったく先の見えない混沌とし
た状況が続いています。
そんな中、日本人の気持ちが晴れ渡るような吉報がスウェ

ーデンからもたらされました。京都大学の山中教授のノーベ
ル医学・生理学賞受賞が決定したことです。功績については、
多くの報道がありましたので、皆さんご承知のとおりですが、
iPS 細胞は再生医療の実現のほか、病気の仕組みの解明や新
薬の安全性試験などに使える素材とのことですので、今後の
研究や開発に大いに期待したいと思います。
また、私が特に感銘を受けたのは、山中教授の会見の言葉

です。何度も「感謝」という言葉をおっしゃっていました。
多くの同僚や励ましてくれる友人、国からの支援そして、同
時受賞するガ－ドン博士の研究成果に対しても感謝しておら
れました。その姿にはこの時期に相応しい爽やかを感じ、日
本人として本当に誇らしい気持ちになりました。
さて、１０月は桶川市においても嬉しいことがございました。

本広報でもご紹介させていただきましたが、桶川市は多重債
務者救済のため全庁的に支援体制を構築して問題解決を図る
ためのきめ細かな相談業務を実施してまいりました。このよ
うに、生活再建のためのお手伝いをさせていただいた結果、
払いすぎた利息を還付された方々から納税していただき、納
税率の向上に繋がりました。
このことが、全国的にみて先進的な取り組みであるとの評

価を戴き、１０月２日に全国で唯一の団体として「総務省自治
税務局長特別表彰」を受賞しました。さらに、平成２３年度現
年納税率で市県民税、固定資産税、軽自動車税そして国民健
康保険税が全て埼玉県下３９市で第１位となりました。このこ
とにより、１０月２２日には埼玉県から個人住民税市町村表彰の
納税率部門の表彰も戴くことができました。
このように、各方面からお褒めをいただけたのも、偏に市

民の皆様の崇高な納税意識の賜物と深く感謝を申し上げます。
結びになりますが、空気が乾燥しておりますので、市民の

皆様にはくれぐれも、風邪などひかないようお身体ご自愛い
ただきますように。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

対前年
同月比

－７件

－１人

－１人

夕暮れは 早めのライトが 合言葉

平成２３年
８月末

２４５件

１人

２９５人

平成２４年
８月末

２３８件

０人

２９４人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

手当の額（１人あたり）

月額／人

５０，４００円

３３，５７０円

障害の状態

１級（重度）

２級（中度）

日本赤十字社埼玉県支部桶川市地区でお預かりした
東日本大震災義援金について

総額 ２，５２５，９２３円のご協力をいただきました。

義援金協力団体（企業・団体名）
ジャパンミュージック歌謡研究会・民謡米屋会・べに花ふるさ
と館・チャリティー絵画展・桶川中学校PTA・他

（９月３０日現在）

※昨年１１月号および本年５月号広報掲載団体は除いています。
義援金の受付は、平成２５年３月３１日まで再度延長されまし

た。ご協力お願いします。 問合せ�社会福祉課
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税
法
上
の
被
扶
養
者
、

正
し
く
申
告
し
て
い
ま
す
か
？

上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２５
年
度

学
校
給
食
物
資
納
入
指
定
業
者
の

新
規
申
請
の
お
知
ら
せ

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
を
実
施
し
ま
す

「
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
」

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
納
税
者
が
、
配
偶
者
や

子
、
親
な
ど
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
、
申

告
に
よ
っ
て
所
得
税
や
住
民
税
（
市
・
県

民
税
）
の
計
算
の
際
に
所
得
控
除
（
配
偶

者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

税
法
上
の
被
扶
養
者
（
扶
養
さ
れ
る

人
）
と
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
の
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下

で
あ
る
親
族
で
す
。

★
給
与
の
年
末
調
整
、
公
的
年
金
の
扶
養

親
族
等
申
告
ま
た
は
確
定
申
告
の
扶
養
に

関
す
る
記
載
の
注
意
点

�
被
扶
養
者
の
一
年
間
の
所
得
金
額
（
上

記
の
表
参
照
）
が
３８
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
被
扶
養
者
の
所
得
金
額
の
上
限
は
、

税
と
健
康
保
険
な
ど
で
は
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
複
数
の
納
税
者
が
同
じ
人
を
被
扶
養
者

と
し
て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
配
偶
者
や
子
、
親
な
ど
が
ど
な

た
の
被
扶
養
者
で
あ
る
か
、
よ
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�
同
居
し
て
い
な
い
人
（
住
民
票
で
別
世

帯
と
な
っ
て
い
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る

場
合
は
、
被
扶
養
者
の
『
住
民
票
を
登
録

し
て
い
る
住
所
』
を
必
ず
申
告
書
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

�
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
人
で
平
成
２４

年
中
に
被
扶
養
者
に
関
す
る
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
勤
務
先
ま
た
は

年
金
支
払
者
へ
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
平
成
２３
年
分
の
所
得
か
ら
、
１６
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
１６
歳
以
上
の
扶
養
親
族
と

は
記
載
欄
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
記
載
漏

れ
の
無
い
よ
う
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
税
務
課

【
年
末
調
整
説
明
会
】

上
尾
税
務
署
で
は
、
法
人
お
よ
び
個
人

事
業
主
を
対
象
に
平
成
２４
年
分
年
末
調
整

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１６
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
東
公
民
館
３
階
大
会
議

室【青
色
申
告
決
算
説
明
会
】

上
尾
税
務
署
で
は
、
個
人
青
色
申
告
者

を
対
象
に
平
成
２４
年
分
の
青
色
申
告
決
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１２
月
５
日
	
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

【
平
成
２６
年
１
月
か
ら
、記
帳
・
帳
簿
な
ど
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
】

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３００
万

円
を
超
え
る
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記

帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人
を
含

み
ま
す
）
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
１
月
か

ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や
記
帳

の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
個
人
課
税
部
門

�
７７０
�
１
８
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
小
中
学
校
へ
学
校
給
食
用
物
資
を

納
入
す
る
業
者
の
指
定
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
こ
の
申
請
に
基
づ
き
学
校
給
食
運

営
委
員
会
で
検
討
し
、
指
定
業
者
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
す
。

提
出
書
類
▼

�
学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
指
定
申
請
書

�
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た
は
立
ち
入
り
検

査
票
の
写
し

�
平
成
２４
年
４
月
以
降
の
細
菌
検
査
結
果

報
告
書

�
そ
の
他
、
営
業
証
明
書
、
営
業
経
歴
書
、

納
税
証
明
書
、
法
人
の
登
記
簿
謄
本
の
写

し
、
個
人
は
住
民
票
、
財
務
諸
票
の
写
し
、

若
し
く
は
決
算
書
、
物
資
保
管
施
設
の
概

要
と
見
取
図
、
品
目
表
、
事
務
所
の
案
内

図
な
ど

提
出
期
限
▼
１２
月
７
日
�

そ
の
他
▼
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た
は
立

ち
入
り
検
査
票
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
分
の
作
成
が
済
ん
で
い
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
後
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
受
け
付
け

ま
す
。
申
請
書
は
学
校
支
援
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
（
桶
川
市
学

校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人

権
を
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
市

町
村
で
は
、毎
年
１１
月
１２
日
か
ら
２５
日（
１１

月
２５
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際

日
）
ま
で
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
と
し
て
女
性
に
対

す
る
暴
力
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
運
動
中
の
桶
川
市
の
取
組
み
】

特
設
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
▼
１１
月
１９
日


〜

２１
日
	
（
Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
も
っ
た
職
員
が

電
話
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

※
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

啓
発
活
動
の
強
化
▼
庁
舎
に
懸
垂
幕
を

掲
示
し
、
市
内
公
共
機
関
な
ど
に
、
Ｄ
Ｖ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
相
談
カ
ー
ド
を
配
置
し

ま
す
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
と

も
な
い
、
１１
月
２３
日
�
・
�
の
午
前
７
時

に
市
内
全
域
一
斉
に
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

１５
秒
吹
鳴
↓
６
秒
休
み
↓
１５
秒
吹
鳴

特
別
点
検
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機
械

器
具
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
桶
川
小
学
校
校
庭
（
雨
天
時
は
、
体

育
館
）
で
午
前
８
時
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
そ
の
年
の
所
得
税

の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
「
年
末
調

整
」
や
、
翌
年
２
〜
３
月
に
は
「
確
定
申

告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
証
明
書
を
年
末

調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機

構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

１１
月
に
送
付
さ
れ
る
人
▼
１
月
１
日
〜

９
月
３０
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人

２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
▼
１０
月
１
日
〜

１２
月
３１
日
の
間
に
そ
の
年
に
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

問
合
せ
�
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
�
０７０
�
１１７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６５２
�
３
３
９
９

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

所得金額が３８万円とは

所得金額
が３８万円
を超えた
方を被扶
養者とす
ることは
できませ
ん。

※配偶者の場合に限り、所得金額７６万円未満の人は、配偶者特別控
除を受けることができます。

所得金額�
（�－�）

３８万円

３８万円

３８万円

�から�を差
し引いた金額

収入から差し
引く金額�

６５万円

７０万円

１２０万円

必要経費

収入金額
�

１０３万円

１０８万円

１５８万円

収入金額

所得区分

給与収入

年金収入
（６５歳未満）

（６５歳以上）

営業・不動産
などの収入

扶養の範囲と控除額

障害者

同居の特
別障害者

５３万円
（７５万円）

※平成２４年１２月３１日現在の年齢が基準になります。 （ ）は所得税の控除額

特別

３０万円
（４０万円）

一般

２６万円
（２７万円）

同居の
老親等

＋７万円
（＋１０万円）

老人

７０歳以上

３８万円
（４８万円）

特定

１９歳～２２歳

４５万円
（６３万円）

一般

１６歳～１８歳
２３歳～６９歳

３３万円
（３８万円）

３３万円
（３８万円）

扶
養

配
偶
者

☆自衛官募集☆

募集種目 受付期間 応募資格
（平成２５年４月１日現在） 試験予定日

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

一般

１１月１日�
～

平成２５年
１月７日�
必着

１５歳以上１７歳未満の男子で
中卒または見込みのもの

★１次試験
平成２５年１月１９日�
★２次試験有

推薦

１１月１日�
～

１２月７日	
必着

１５歳以上１７歳未満の男子で
中卒または見込みのもの
（推薦については中学校長
などの推薦などが別途必要
です。）

平成２５年
１月１２日�～

１４日�・

の指定される１日

問合せ�自衛隊さいたま地域事務所 �６５１－２４２０

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク



情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１ 1144２０１２．１１1155

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施

１１
月
９
日
〜
１５
日

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
の
開
催

枯
れ
草
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲

拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

応
急
手
当
（
普
通
救
命
�
）

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

近
年
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
育

す
る
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も

な
い
市
民
の
方
か
ら
犬
や
猫
に
つ
い
て
、

数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の

問
題
で
あ
り
、
注
意
す
れ
ば
解
決
で
き
る

問
題
で
す
。
人
と
犬
・
猫
と
が
同
じ
社
会

で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

と
、
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

犬
を
飼
う
場
合

●
犬
の
糞
の
後
始
末
を
！

散
歩
中
の
糞
の
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
持
っ
て
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
！

犬
は
綱
や
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
柵
や
オ
リ

な
ど
の
囲
い
の
中
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
散
歩

を
毎
日
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
題
行
動
で
お
困
り
の
場
合
に
は

無
駄
吠
え
な
ど
問
題
行
動
が
多
く
見
ら

れ
る
場
合
は
、
原
因
を
把
握
し
、
対
処
方

法
を
考
え
、
飼
い
主
の
手
に
負
え
な
い
場

合
は
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

犬
に
関
す
る
相
談
▼
鴻
巣
保
健
所

�
０４８
�
５４１
�
０
２
４
９

猫
を
飼
う
場
合

●
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

糞
・
尿
・
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣
住
民
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
事
故

な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

●
捨
て
な
い
で
！

や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と
き

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。猫

に
関
す
る
相
談
▼
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
�
０４８
�
８５５
�
０
４
８
４

ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
る
前
に

飼
い
始
め
る
前
に
次
の
こ
と
も
考
え
ま

し
ょ
う
。

�
毎
日
の
食
事
や
運
動
な
ど
の
世
話
を
す

る
人
は
誰
で
す
か
？

�
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
う

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

�
犬
や
猫
の
寿
命
は
１０
年
以
上
で
す
。
終

生
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

※
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
は
、
心
が
癒
さ

れ
る
、
散
歩
に
よ
っ
て
運
動
の
き
っ
か
け

に
な
る
、
人
々
と
の
交
流
が
深
ま
る
な
ど

多
く
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
マ
ナ

ー
の
欠
如
が
、
多
く
の
人
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

飼
育
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬

や
猫
な
ど
を
虐
待
し
た
り
、
捨
て
た
者
は

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
お
よ
び
、

放
火
火
災
の
防
止
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

「
３
つ
の
習
慣
」

�
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

�
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

�
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
４
つ
の
対
策
」

�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

�
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

�
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

「
放
火
火
災
の
防
止
対
策
」

�
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
。

�
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

�
空
き
家
や
物
置
に
は
施
錠
す
る
。

�
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
シ
ー
ト
を
掛

け
る
と
き
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

予
防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

防
火
管
理
者
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２９
日
�
・
３０
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
（
鴻
巣
市
袋
３０
）

※
会
場
に
は
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約

１５
分
）

定
員
▼
８０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
３,
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み
▼
１１
月
５
日
�
〜
１６
日
�
（
平

日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
直

接
、
県
央
広
域
消
防
本
部
予
防
課
、
桶
川

消
防
署
ま
た
は
、
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
防
火
管

理
講
習
申
込
み
と
記
載
の
う
え
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
送
信
し
た
後
に
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

�
０４８
�
５９７

�
３
７
１
６

毎
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
秋
・
冬
に
枯

れ
草
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
災
の

原
因
は
、
野
焼
き
、
火
遊
び
お
よ
び
放
火

と
い
っ
た
人
の
行
為
が
原
因
で
す
。
空
地

の
枯
れ
草
は
、
放
火
犯
に
と
っ
て
絶
好
の

標
的
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
空
き

地
の
枯
れ
草
は
早
め
に
刈
り
取
り
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

厚
生
労
働
省
や
消
防
庁
か
ら
の
助
言
な

ど
を
得
て
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
「
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
に
係
る
実

証
研
究
」
の
モ
デ
ル
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

１１
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
１
月
３１
日
ま
で

の
間
、
医
療
機
関
、
医
師
会
お
よ
び
消
防

署
な
ど
の
地
域
の
救
急
医
療
の
協
議
会

（
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
）
の
連
携
の
も
と
、
医
師
の
具
体
的
な

指
示
を
受
け
て
救
急
現
場
や
救
急
車
内
な

ど
で
救
急
救
命
士
が
行
え
る
処
置
の
範
囲

が
広
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
傷
病
者
の
方

が
、
今
回
拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
に
よ

る
処
置
を
断
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
救
急
搬
送
な
ど
が
さ
れ
、
不
利
益

を
こ
う
む
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
の
処
置
行
為
】

■
低
血
糖
性
の
意
識
障
害
の
可
能
性
が

あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
血
糖
測
定

を
行
い
、
低
血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し
ま

す
。

■
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
、
心
臓
が
停

止
す
る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状

態
の
患
者
さ
ん
に
点
滴
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

救
急
課
�
０４８
�
５９７
�
２
１
１
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

と
き
▼
１２
月
９
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

（
午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
三

階
災
害
対
策
室

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
２２
日
�木
午
前

９
時
か
ら
２８
日
�水
午
後
５
時
ま
で
に
鴻
巣

天
神
分
署
救
急
担
当
（
�
０４８
�
５４１
�
３
３

４
９
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

新新たたにに市市指指定定文文化化財財がが
指指定定さされれままししたた

１０月１日に、新たに２件の文化財が市指定文化財にな
りました。

せんぷく じ どうせいつりとうろう

「泉福寺の銅製釣灯籠」
（有形文化財（工芸品）・川田谷２０１２泉福寺所蔵）
泉福寺に伝来する六角の釣灯籠で、正保３年（１６４６）

７月７日に泉福寺阿弥陀堂の灯籠として廣海（こうか
い）というお坊様により寄進されたものであることが刻
まれています。
素朴ですが端正な造りで、中世の質実な気風をとどめ

ています。鍋や釜などの日常雑器を造るような実用的で
飾り気のない鋳造技術から、地元の鋳物師の手で造られ
たものと考えられます。

『泉福寺の銅製釣灯籠』

※一般公開はされていませんので、詳細は生涯学習スポ
ーツ課までお問い合せください。

や べ け じゅうたく

「矢部家住宅」（有形文化財（建造物）・寿２丁目）
中山道に面した土蔵造りの「店蔵」とその奥へ続く「住

居部」と「文庫蔵」で構成されます。店蔵は矢部家第６
代当主矢部五三郎氏によって明治３８年に建てられました。
棟札には、川越の「亀屋」建築に係わりの深い大工や左
官の他、地元の大工、鳶、石工らが名を連ねています。
桶川の歴史を物語る桶川宿の「顔」ともいうべき立派

な建物です。

『矢部家住宅』

※外観見学は自由ですが、内部などの一般公開はされて
おりませんので見学の際は十分ご配慮ください。

問合せ�生涯学習スポーツ課
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

自
動
車
の
運
転
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
！

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

【
事
例
】
過
去
に
亡
父
が
契
約
し
た
配

置
薬
に
つ
い
て
、
業
務
を
引
き
継
い
だ

と
い
う
会
社
の
社
員
が
訪
ね
て
き
た
。

８
年
間
も
訪
問
が
な
く
、
中
身
は
空
で

薬
箱
の
み
保
管
し
て
あ
っ
た
。
状
況
を

話
す
と
、
薬
箱
に
入
っ
て
い
た
は
ず
の

薬
全
部
の
代
金
と
し
て
１５
万
円
を
請
求

さ
れ
た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
？

（
５０
代
男
性
）

配
置
薬
と
は
、
事
業
者
が
家
庭
に
薬
を

預
け
、
定
期
的
に
訪
問
し
て
使
用
し
た
分

の
薬
代
を
集
金
し
、
薬
を
補
充
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

事
業
者
と
消
費
者
の
信
頼
関
係
の
上
に

成
り
立
つ
こ
の
商
法
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、

今
で
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
代
金
の
請
求
に

関
し
て
【
事
例
】
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

�
契
約
し
て
い
た
事
業
者
と
違
う
事
業
者

に
請
求
さ
れ
て
も
、
前
の
契
約
業
者
か
ら

消
費
者
あ
て
に
債
権
譲
渡
通
知
書
が
届
い

て
い
な
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
委
任
を
受
け
た
」
と
言
わ
れ
て
も
、

書
面
の
通
知
が
な
け
れ
ば
効
力
は
生
じ
ま

せ
ん
。

�
仮
に
債
権
譲
渡
通
知
書
が
あ
っ
て
請
求

を
受
け
た
場
合
で
も
、
使
用
し
た
薬
代
金

の
請
求
権
は
２
年
と
い
う
短
期
の
時
効
で

消
滅
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、「
一
部

だ
け
で
も
い
い
か
ら
払
っ
て
欲
し
い
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
思
わ
ず
払
っ
て
し
ま
う
と
、

債
務
を
承
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
時
効
を

主
張
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

�
配
置
薬
を
預
か
る
と
保
管
義
務
が
生
じ
、

事
業
者
が
薬
箱
を
回
収
し
な
い
ま
ま
訪
問

が
途
絶
え
た
場
合
、
使
用
期
限
が
過
ぎ
た

薬
や
薬
箱
を
持
て
余
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
使
わ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
解
約
を
申
し
出
て

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

�
配
置
薬
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

お
肉
や
野
菜
の
ア
ク
、
気
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
野
菜
の
ア
ク
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
灰
汁
と
書
い
て

ア
ク
と
読
み
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
食

品
中
に
含
ま
れ
る
渋
み
、
え
ぐ
み
、
苦

み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
野
菜
は
、
ア

ク
の
も
と
と
な
る
灰
分
の
多
い
食
品
で
、

新
鮮
な
も
の
の
中
に
は
、
灰
分
は
、
０.４

〜
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
灰
分
が
１.５
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
あ

る
と
ア
ク
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
渋
み
」

舌
の
粘
膜
な
ど
の
血
管
を
収
縮
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
味
覚
の
一
つ

で
す
。
主
と
し
て
タ
ン
ニ
ン
類
で
茶
、

ク
リ
、
ウ
ド
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

渋
み
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
味
を
ひ
き

し
め
る
要
素
も
あ
り
ま
す
。

「
え
ぐ
み
」

口
が
は
れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
刺
す
よ

う
な
も
の
と
、
長
く
舌
の
奥
に
残
る
不

快
な
味
と
が
あ
り
ま
す
が
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
え
ぐ
み
を
感
じ
る
も
の
に

サ
ト
イ
モ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
ナ

ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
え
ぐ
み
の
成
分

は
、
ホ
モ
ゲ
ン
チ
ジ
ン
酸
と
い
う
物
質

で
す
。
タ
ケ
ノ
コ
は
、
時
間
が
た
ち
す

ぎ
る
と
え
ぐ
み
を
増
し
て
き
ま
す
。
皮

の
ま
ま
米
糠
を
入
れ
て
ゆ
で
、
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
ら
火
を
消
し
、
し
ば
ら
く

そ
の
ま
ま
に
し
て
皮
を
と
り
、
水
に
さ

ら
す
と
え
ぐ
み
は
除
か
れ
ま
す
。

「
苦
み
」

成
分
は
、
ク
ク
ル
ビ
タ
シ
ン
と
い
う

物
質
で
水
に
溶
け
な
い
の
で
煮
て
も
苦

み
は
と
れ
ま
せ
ん
。
食
味
も
悪
く
す
る

も
の
で
す
が
フ
キ
の
苦
み
な
ど
あ
る
程

度
、
好
ま
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ア
ク
抜
き
に
よ
っ
て
風
味
を
損
な
う
こ

と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
ア
ク
抜
き
】

一
般
的
に
は
、
水
に
さ
ら
す
か
、
ゆ

で
こ
ぼ
し
て
ア
ク
抜
き
を
し
ま
す
が
、

長
く
水
に
浸
し
た
り
す
る
と
他
の
栄
養

分
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
の

少
な
い
も
の
は
、
あ
ま
り
加
熱
、
水
浸

し
を
強
く
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
料
理
を
す
る
と
き
は
、

食
品
の
特
性
を
生
か
し
て
、
ア
ク
を
上

手
に
と
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

参
考
文
献
�
「
や
さ
い
風
土
記
」

著
者

平
野
正
章

１１
月
１８
日
�
は
、
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会

の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７２８
�
１
１
２
２

地
球
温
暖
化
防
止
と
大
気
環
境
改
善
の

た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
運
転

方
法
で
あ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
二
酸

化
炭
素
の
削
減
、
燃
料
費
節
約
、
安
全
運

転
に
大
変
効
果
的
で
す
。
ぜ
ひ
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
い
つ
も
の
習
慣
に
し
て
く
だ
さ

い
！

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
方
法
】

�
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

�
加
減
速
の
少
な
い
運
転

�
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

�
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

	
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ



暖
気
運
転
は
適
切
に

�
道
路
交
通
情
報
の
活
用

�
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク

不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

�
駐
車
場
所
に
注
意

問
合
せ
�
環
境
課

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
、
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
方
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
場
合
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

�
８６３
�
８
７
１
４

と
き
▼
１１
月
１２
日
�
〜
１８
日
�
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日
は
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
）

電
話
▼
０
５
７
０
�
０７０
�
８１０

相
談
員
▼
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
�
３
５
０
７

無料法律相談 一人で悩まず専門家にご相談を…

つ き の み や 法 律 事 務 所
相続・遺言 不動産トラブル 借金 離婚
債権回収 交通事故 投資被害 成年後見

さいたま市浦和区高砂２‐１‐１６大熊ビル３階（浦和駅西口徒歩５分）

� 0 4 8 - 8 1 5 - 4 9 0 0
（電話受付時間：平日９：００～１２：００、１３：００～１７：００）

※土曜・夜間相談は予約の際ご確認ください。

～桶川市消費生活アドバイザー所属事務所です～

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
知
ら
な
い
業
者
か
ら
昔
の

「
配
置
薬
」の
代
金
を

請
求
さ
れ
た
�
〜

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

�
７８６
�
３
２
１
１

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

『
野
菜
の
ア
ク
』

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
生生活活保保護護１１１１００番番
ののおお知知ららせせ

司法書士による生活保護に関する
無料の電話相談
とき�１２月２日�正午～午後４時
相談電話�０１２０－０５２－０８８

（当日のみ）
主催�埼玉青年司法書士協議会
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581,450

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１１０
番
の
開
催

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談
会

と
き
▼
�
１１
月
２
日
�
、
９
日
�
、
１６

日
�
午
後
６
時
〜
８
時
�
１１
月
２３
日
�
・

�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法
▼
�
８７２
�
８
０
５
５
（
当
日

の
み
通
話
可
）

詳
し
く
は
�
埼
玉
司
法
書
士
会

�
８６３
�
７
８
６
１

相
続
、
登
記
な
ど
手
続
き
の
相
談

と
き
▼
１１
月
２５
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時と

こ
ろ
▼
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
▼
不
要
（
当
日
直
接
）

問
合
せ
�
埼
玉
司
法
書
士
会

�
８６３
�
７
８
６
１

と
き
▼
１１
月
１８
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
上
尾
駅
東
口
プ
ラ
ザ
館
３
階
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
老
後
安
心

セ
ン
タ
ー
�
７８２
�
６
５
１
４

�
７８２
�
６
６
１
２

空手道会員募集
※幼児教育には空手が一番�

☆桶川養心館道場（自宅１階が道場） ０４８‐７８６‐８８８４
http : //youshinkan-okegawa.com 桶川市下日出谷９６７‐１８

火 ・ 水 ・ 木
幼児クラス ５時から６時
小中学生クラス ６時から７時
高校・一般クラス ７時３０から

練習日

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

１１月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

２日�・６日�・１４日�・２２日�・
２６日�・１２月７日�・１１日�・
１９日�・２７日�１４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

８日� ＊次回は１２月１３日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日� ＊次回は１２月３日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 ２８日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 １７日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

２日� ＊次回は１２月７日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ５日�、１９日�

１０：００～１６：００
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課
人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 １３日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥



内 容

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票
保健師による身体観察、身体計測、育児相
談、栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。高
崎線を挟んで、西側は保健センター・東
側は母子健康センターで行います。その
他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳
内科・歯科診察・歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食
相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗
布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター�０４８－５９６－０２７５

定員

２５人

２５人

９組

なし

２５人

注１）母子健康相談については、実施日の１週間前までに電話でお申し込みください。また、効果的に参加していた
だくため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注２）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ、調乳用のお湯などは、各自でご持参ください。

対象者および内容

対象成人
内容血圧測定、体重・体脂肪測定、
バランスの良い食事のとり方
などの相談

※気軽にお立ち寄りください！

対象者および内容

妊娠１６～２８週の妊婦（夫も可）
簡単クッキング、妊娠中の食事や過
ごし方などについて、その他交流会
持ち物母子健康手帳、エプロン、三

角きん、ふきん、筆記用具
妊娠２０～３１週の妊婦（夫も可）
安産体操や出産のこと、その他交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具
妊娠２４～３６週の妊婦と夫（祖父母に
なられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具
２～６か月児の保護者
ママたちの仲間づくり、交流の場と
してご利用ください。
持ち物母子健康手帳
６～９か月児の保護者
歯の話と離乳食について
※妊婦の方も参加できます。
持ち物母子健康手帳

受付時間

９：３０～１１：００

受付時間

１３：１５～１４：１０

９：３０～１０：３０

１３：１５～１４：１０

１３：１５～１４：１０

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

受付時間

１０：１５～１０：３０

１３：１５～１３：３０

９：４５～１０：００

開催時間
１０：００～１２：００

１３：１５～１３：３０

ところ

保健センター

ところ

保健
センター

保健
センター

母子健康
センター

母子健康
センター

保健
センター

保健
センター

ところ

保健
センター

保健
センター

保健
センター

保健
センター

と き

１１月１３日�

と き

１１月９日�

１１月１２日�
１２月１０日�

１１月６日�
１２月４日�

１１月２８日�

１１月１６日�

１２月３日�

と き

１２月１３日�
１０：３０～１３：００

１２月１７日�
１３：３０～１６：００

１１月１０日	
１０：００～１２：００

１１月１日�
１２月６日�

１１月８日�
１３：３０～１６：００

種 別

４か月児健診

７か月児・
１０か月児相談

１歳６か月児健診
（個別通知あり）

３歳３か月児健診
（個別通知あり）

フッ素塗布

種 別

マタニティ
クラス
《要予約》

パパママ体験
クラス
《要予約》

赤ちゃん
サロン

ベビーもぐもぐクラス
（ママ準備クラス）
《要予約》

種 別

お立ち寄り
健康相談

こどもの
健康診査

母子健康
相 談
（要予約）

おとなの
健康相談 ちょっと

気軽に

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１1199



オ
ケ
ち
ゃ
ん
キ
ッ
チ
ン
開
設
！

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ヘ
ル
シ
ー

で
お
い
し
い
「
健
康
長
寿

メ
ニ
ュ
ー
」
を
提
案
！

「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
キ
ッ
チ

ン
」
で
一
緒
に
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

と
き
▼
１１
月
２９
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
▼
２５
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
５００
円
（
保
険
代
、
材
料
費
一
部

負
担
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・
手
拭
き
タ
オ
ル

共
催
▼
桶
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

申
込
み
▼
１１
月
８
日
�
午
前
９
時
か
ら

窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

骨
密
度
測
定
を
実
施
し
ま
す

（
事
前
予
約
制
）

と
き
▼
１１
月
２２
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
男
女

定
員
▼
９０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
２００
円

内
容
▼
超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定

申
込
み
・
問
合
せ
�
１１
月
７
日
�水
午
前

９
時
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
予
約
は
測
定
時
間
内
に
お

い
て
３０
分
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
今
年
６
月
に
測
定
さ
れ
た
人
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ノノロロウウイイルルススにによよるる食食中中毒毒にに注注意意��
ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、
冬場を中心に多く発生する傾向があります。ノ
ロウイルスは感染力が強く、保育園や学校、病
院などで発生すると急速に感染が拡大する危険
性があります。
正しく予防して、ノロウイルスによる感染を
防ぎましょう！
◎手洗いは正しくしっかりと
・帰宅後、トイレの後、食事前は必ず手を洗い
ましょう。
・石けんでよく洗浄し、すすぎは流水で十分に
行いましょう。
◎食品の加熱は中心まで十分に
・生食は控えましょう。
・調理は中心温度８５℃以上で１分以上加熱しま
しょう。
◎清掃・消毒でいつも清潔に
・トイレは清潔に保ちましょう。
・調理や配膳は、十分に手を洗ってから行いま
しょう。
◎おう吐物や下痢便の処理に注意
・マスク・手袋を着用し、雑巾・タオルなどで
しっかりふきとった後、次亜塩素酸系消毒剤
を用いて、適切に消毒しましょう。
・処理後は必ず手洗い、うがいをしましょう。

問合せ�鴻巣保健所生活衛生・薬事担当
�０４８－５４１－０２４９

感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
と
し

て
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
冬
の
前

半
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
冬
の
後
半
か
ら
春

に
か
け
て
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
が
流
行
し
ま
す
。
日
本
に
お
い
て

は
、
年
間
に
約
１２０
万
回
の
感
染
が
あ
り
、

約
３
万
人
が
入
院
し
、
１０
〜
２０
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
の
主
な
症
状
は
、

突
然
の
激
し
い
お
う
吐
か
ら
始
ま
り
、
白

色
の
下
痢
を
み
と
め
ま
す
。
頻
回
な
お
う

吐
や
下
痢
の
た
め
に
、
脱
水
と
な
り
点
滴

が
必
要
と
な
っ
た
り
、
意
識
が
も
う
ろ
う

と
な
り
緊
急
の
入
院
が
必
要
と
な
る
事
も

珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

患
児
の
便
を
な
め
る
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
便
１
グ
ラ
ム
に
数
億
か

ら
数
兆
個
の
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、

た
っ
た
１０
個
の
ウ
イ
ル
ス
を
な
め
る
こ
と

で
感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
や

床
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
数
日
か
ら
数

週
間
に
わ
っ
た
て
感
染
力
を
持
つ
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
は

完
全
に
は
消
毒
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
数
の
子
供
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
置

い
て
あ
る
お
も
ち
ゃ
や
床
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
カ
ー
ト
の
子
ど
も
椅
子
の
て
す
り
な
ど

も
感
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
５
歳
ま
で

に
ほ
ぼ
全
員
が
少
な
く
と
も
一
度
は
感
染

し
ま
す
が
、
複
数
回
感
染
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
で
は
、ク
ラ

ス
の
一
人
が
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
全
員
が
感

染
す
る
ま
で
は
、
流
行
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
２
種
類
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国

並
び
に
日
本
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
良

好
な
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ
ン

の
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
定
期
予
防
接

種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
費
扱
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
少
量
の
甘

い
液
体
で
、
４
週
以
上
の
間
隔
で
２
回
な

い
し
３
回
、経
口
投
与
し
ま
す
。投
与
時
期

は
生
後
６
週
か
ら
で
あ
り
、
１
回
目
の
投

与
は
１４
週
６
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

ワ
ク
チ
ン
投
与
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
と
て

も
複
雑
と
な
っ
て
い
ま
す
、
か
な
り
早
め

に
医
療
機
関
に
投
与
時
期
に
つ
い
て
相
談

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

（
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
）

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

桶
川
市
で
は
、
接
種
費
用
の
公
費
助

成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
へ
。
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桶川市消費生活展桶桶川川市市消消費費生生活活展展
ををを開催開開催催しますししまますす
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「地産地消」「食育」をメインテーマに、消費生活関連の団体が日ごろの
活動や、研究の成果を発表します。みなさんのお越しを、お待ちしています。

と き�11月10日（土）・11日（日） 午前10時～午後3時
ところ�響の森ギャラリー１・２、駅西口公園

内 容�
【展示】
・からだは食べ物からできている！
・健康長寿の生活に向けて
・よみがえる限られた資源～まず実行！正し
い分別～
・家庭菜園
・TPPについて
【相談・体験】
・健康チェック…血圧、体脂肪測定（１０日）
【販売】
・産直野菜、べに花まんじゅう ほか
【その他】
駅西口公園でフリーマーケットあり（１０日
のみ、雨天中止）
スタンプラリーを行います。各日先着１００
名様に景品（ペットボトルカバー）あり

～ちょっぴりプレゼント！～

２日間とも午後１時からスタンプラリー参加者のうち先着５０名様に
埼玉県産米「彩のかがやき」をちょっぴりプレゼント！

主 催�第９回桶川市消費生活展実行委員会・桶川市
参加団体（桶川市くらしの会、桶川市食生活改善推進協議会、楽しく食育クラブ、桶川市環境を
考える会、新婦人の会桶川支部、医療生協さいたま桶川支部、�べにっこ）

協 賛�あだち野農業協同組合

詳しくは�自治文化課
E-mail : bunka@city.okegawa.lg.jp

地元の農家が丹精こめて作っ
た新鮮な野菜が買えます！
（あだち野農業協同組合提供
１０日�のみ）ぜひ来てね！

こくさい かいさい

おおけけががわわ国国際際フフェェアア２２００１１２２をを開開催催ししまますす
しょう ひ せいかつてん どう じ かいさい

消消費費生生活活展展とと同同時時開開催催
こくさい がいこくせき し みん かつどう こうりゅう もくてき

おけがわ国際フェアは、外国籍市民の活動と交流を目的
かいさい こ とし せ かい りょう り た しなもの

に開催されます。今年も世界の料理が食べられる、品物が
か じっ し

買えるフリーマーケットを実施します。
へいせい ねん がつ にち ご ぜん じ ふん ご ご じ

と き�平成２４年１１月１１日�午前１０時３０分～午後３時
えきにしぐちこうえん

ところ�駅西口公園
ない よう せ かい や たいりょう り う てんちゅう し

内 容�世界の屋台料理、フリーマーケット（雨天中止）、
に ほん ご たいかい う てん ば あい し みん

日本語スピーチ大会（雨天の場合は市民ホールで
おこな

行います）

自治文化課 �７８６－３２１１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第第
９９
回回

北里研究所メディカルセンター病院

“第２１回市民コンサート”のご案内
日 時：平成２４年１１月１０日�土 １４：００～１５：００（開場１３：３０）
会 場：北里研究所メディカルセンター病院 正面エントランスホール（南館１階）
出 演 者：歌手 川口京子 ピアノ 長谷川芙佐子
申込方法：往復はがき（お一人様につき１枚）に住所・氏名・電話番号を明記の上お申し込みください。

（先着定員２５０名 定員になり次第締め切ります。）
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〈ドキドキの告白タイム〉

〈楽しいランチタイム〉

婚活婚婚活活
するぞ！
すするるぞぞ！！
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＊

＊

＊

＊

＊
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第
２５
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成

市
民
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
初
級
編
）

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
こ
れ
か
ら
や
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人
、
興

味
の
あ
る
人
、
こ
の
機
会
に
実
際

に
体
験
し
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
！
〜

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」〜
一
般
家

庭
犬
の
し
つ
け
に
つ
い
て
〜
開
催

ステキなパートナーはすぐそばにいます。

積極的に参加してみてはどうですか？

職員一同応援します�

と き�11月17日（土）午前9時～午後4時頃
18日（日）午前9時～午後5時頃

（※２日とも参加できる人に限ります）

ところ�さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
対 象�おおむね３０才～４５才の人（市外もOK）
定 員�男女各１５人【先着順】
費 用�２，０００円（食材費、保険代など）
持ち物�エプロン、三角巾（バンダナ）、上履き、

体育室用運動靴、筆記用具

申込み�１１月４日�～１１日�の午前９時～午後９時
（ただし９日�は午後５時までの受付）
さくらフレンドの窓口へ代金を添えて参加される本人がお申し込みください。

※電話での申し込みは不可。

※男性のみ、前回参加された人はご遠慮ください。

詳しくは�さくらフレンド �７２８－３３９３

こ
の
大
会
は
、
未
来
を
担
う
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体
と
な

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
よ
り
一

層
の
充
実
と
発
展
を
願
っ
て
開
催
す
る
も

の
で
す
。

と
き
▼
１１
月
２５
日
�
午
後
１
時
１５
分
〜

３
時
４５
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

費
用
▼
無
料

内
容
▼

�
市
民
会
議
表
彰

�
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
朗
読

�
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
展
示

�
講
演
会
「
今
に
活
か
す
江
戸
の
知
恵
〜

家
庭
・
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
〜
」

講
師
▼
辻
川
牧
子
さ
ん（
和
楽
舎
代
表
）

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
容
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
践
報
告
会
、
他

と
き
▼
１１
月
１７
日
〜
１２
月
１５
日
毎
週
土

曜
日
（
１１
月
２４
日
は
除
く
）
お
よ
び
１１
月

１８
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
全

５
回
）

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館
（
１１
月
１８
日
の

み
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
）

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
２８０
円
（
保
険
代
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装
、
軍
手

講
師
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
支
援

事
業
実
行
委
員
会
ほ
か

申
込
み
▼
電
話
で
、
１１
月
６
日
	
午
前

９
時
か
ら
桶
川
公
民
館
へ
。（
月
曜
日
を

除
く
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

詳
し
く
は
�
桶
川
公
民
館

大関洋子プロフィール

浦和カウンセリング研究所所長・NPO
法人日本カウンセラー連盟理事長・臨床発
達心理士・上級教育カウンセラー・日本カ
ウンセラー学会会員・日本音楽療法士学会
会員・日本仏教心理学会会員。
教育相談のほか、夫婦・育児・職場など

の様々な問題のカウンセリングに対応。徹底的な傾聴、クラ
イエントの立場に立ったカウンセリングで信頼が厚く、その
姿勢はカウンセラー育成においても、厳しくもあたたかい指
導が評を得ている。

人
と
犬
が
共
に
幸
せ
な
家
族
と
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
少
な
か
ら
ず
し

つ
け
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、

昨
年
開
催
し
大
変
好
評
い
た
だ
い
た
「
犬

の
し
つ
け
方
教
室
」
を
今
年
も
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１０
日


午
前
９
時
３０
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
農
業
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
※
雨

天
時
は
農
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
い
、

飼
い
主
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

講
師
▼
片
山
ゆ
り
さ
ん
�
ジ
ャ
パ
ン
ケ

ン
ネ
ル
ク
ラ
ブ
公
認
訓
練
士
・
�
日
本
警

察
犬
協
会
公
認
訓
練
士

対
象
▼
飼
い
犬
（
犬
の
登
録
お
よ
び
狂

犬
病
予
防
注
射
済
み
の
こ
と
）
と
飼
い
主

定
員
▼
１５
組
程
度
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

主
催
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
保
健
所
管
内
鴻

巣
狂
犬
病
予
防
協
会

※
見
学
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
噛
む

癖
が
あ
る
、
他
の
犬
を
見
る
と
異
常
に
興

奮
し
て
し
ま
う
、
大
型
犬
で
飼
い
主
だ
け

で
は
制
御
が
困
難
で
あ
る
な
ど
、
事
故
の

原
因
に
な
り
そ
う
な
場
合
は
、
見
学
の
み

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
▼
電
話
か
メ
ー
ル
で
環
境
課
へ
。

E
-m
ail:kankyo@

city.okegaw
a.lg.jp

笑顔とおいしさをお届けします

生活クラブ
生活クラブは食品の放射能検査をほぼ全品目で実施
検査結果をすべて公表し情報公開を徹底します。

生活クラブ生協埼玉
０１２０－３９１－１４４

お困り事、お悩み事相談にのります。
人間関係、家庭、子育て、結婚、離婚、美容、タロット占い
お手伝い（買い物代行、ごみ処分等）
お片づけ（一人で出来なかった部屋の片付け）
お掃除、リフォーム（家具の移動、引越のお手伝い等）

見積もり無料

〈便利屋ムナカタ 代表：宗像 範子〉
TEL／FAX０４８‐７７８‐９３２１ 携帯０７０‐６５７１‐９２７８

受付時間 午前８：００より午後９：００迄
http : //benriya-munakata.moo.jp 桶川市末広１‐２‐２３

料理を通して心に豊かさを…

★第８弾 秋の大婚活★

環境課 �７８６－３２１１生涯学習スポーツ課 �７２８－４１１１ 桶川公民館 �７７２－３８８８
東公民館 �７２８－７６２２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

東 公 民 館 講 演 会

魅力的な人間関係・親子関係のつくり方
～カウンセリングマインドで接するということ～

と き�１１月２１日�午前１０時～正午 ところ�東公民館
対 象�市内在住・在勤の人 定 員�５０人【先着順】
費 用�無料 持ち物�筆記用具
講 師�大関洋子さん（臨床発達心理士、上級教育カウンセラー）

申込み�電話で１１月２日�午前９時から東公民館へ。
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★★

★★

★★

★★

キ
ム
チ
作
り
講
座

〜
本
場
の
キ
ム
チ
を
自
分
で
作
っ
て
、

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

正
月
飾
り
作
り
講
座

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
飾
り
で

お
正
月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
〜

川
田
谷
公
民
館
切
り
絵
教
室

〜
切
り
絵
に
興
味
の
あ
る
人
、や
っ
て

み
た
い
人
、
初
歩
か
ら
学
べ
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

〜
親
子
で
一
緒
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
!!
〜

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
参
加
者
募
集

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催

ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
開
催

と
き
▼
１１
月
２８
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午
、
１１
月
３０
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
２
時
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
２０
人
（
２
日
間
と
も
出
席
で
き

る
人
）【
先
着
順
】

費
用
▼
１,

３
０
０
円
程
度（
材
料
費
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
白
菜
キ
ム
チ
の

入
れ
物
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
）、
ふ
き
ん

１
枚
、
ゴ
ム
手
袋

ホ

ウ
エ
セ
ン

講
師
▼
許
外
生
さ
ん

申
込
み
▼
電
話
で
、
１１
月
６
日
�
午
前

９
時
か
ら
加
納
公
民
館
へ
。

と
き
▼
１２
月
１２
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
加
納
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
１５
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１,

３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
▼
木
ば
さ
み
、
作
業
の
で
き
る

服
装講

師
▼
�
松
宏
育
さ
ん

申
込
み
▼
電
話
で
、
１１
月
８
日
�
午
前

９
時
か
ら
加
納
公
民
館
へ
。

と
き
▼
１１
月
２０
日
〜
１２
月
１１
日
の
毎
週

火
曜
日
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
全

４
回
）

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１,

８
０
０
円
（
教
材
費
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
ホ
ッ
チ
キ
ス
・

の
り講

師
▼
須
貝
京
子
さ
ん
・
渡
邉
俊
一
さ

ん
申
込
み
▼
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
１１
月

６
日
�
〜
１６
日
�
に
川
田
谷
公
民
館
へ
。

と
き
▼
１２
月
２４
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

定
員
▼
１０
組
【
先
着
順
】

費
用
▼
１
組

１,

８
０
０
円
（
別
途

保
険
代
１
人
１００
円
）

講
師
▼
大
野
隆
子
さ
ん

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
手
拭
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
ふ
き
ん

※
ケ
ー
キ
箱
は
公
民
館
で
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
▼
電
話
で
１１
月
６
日
�
午
前
９

時
か
ら
東
公
民
館
へ
。

青
少
年
相
談
員
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

達
と
一
緒
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
ケ
ー
キ
や
リ
ー
ス
を
作
っ
た

り
、
レ
ク
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
１２
月
１６
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

（
０
時
３０
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

対
象
▼
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

定
員
▼
３０
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
３００
円
（
保
険
代
含
む
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
軍
手
、

ハ
ン
カ
チ

主
催
▼
桶
川
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
（
一
人
一
通
）

に
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
小
学
校
名
・
学
年
を
明
記
の

う
え
、
１１
月
３０
日
�
【
必
着
】
ま
で
に
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
「
ク
リ
ス
マ
ス
会

係
」宛
（
〒
３６３
�
００１２
末
広
２
�
８
�
２９
）へ
。

世
代
を
超
え
た
囲
碁
愛
好
者
の
交
流
を

図
り
ま
す
。
男
性
の
部（
能
力
別
４
階
級
）、

女
性
と
小
学
生
の
部
の
階
級
ご
と
に
優
勝

者
を
決
定
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１８
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

と
こ
ろ
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

定
員
▼
８０
人
（
男
性
６４
人
、
女
性
・
小

学
生
１６
人
）【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
、
１１
月
４
日
�
〜
８
日

�
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
昼
食
希
望
の
人
は
申
込
時
に
５００
円
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
	
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７２８
�
１
１
２
２

桶桶川川市市商商工工会会青青年年部部がが贈贈るる
ああわわててんんぼぼううののササンンタタががややっっててくくるる
商工会青年部で大好評のイベントを今年も実施します！
部員があわてんぼうのサンタクロースに変身してみなさん
のお宅までプレゼントをお届けします。我々青年部員は子
供たちの笑ったり驚いたり泣いたりする、豊かな表情が大
好きです。「サンタさんは本当にいる！」そんな純粋なき
もちを大切にしていきたいと企画・運営します。

と き�12月16日�午後5時～9時頃

対 象�市内在住の赤ちゃん～小学生

定 員�１５０世帯【多数抽選】 費 用�無料
主 催�商工会青年部
後 援�桶川市・桶川市教育委員会
申込み�往復はがき（１家族１枚まで）で１１月１６日�
《消印有効》までに、住所、保護者氏名、電話番号、
対象人数、名前（ふりがな）、学年など・返信先宛名
を記入のうえ、商工会内青年部サンタ事業係
（〒３６３－００２４鴨川１－４－３）へ。
※記入の不備は無効になります。

※ご家族からのプレゼントも一緒にお届け可能です。
詳しくは�桶川市商工会事務局またはホームページ

�786－0903
http : //www.syokoukai.or.jp/okegawa/

川田谷公民館 �７８６－４０３３ 加納公民館 �７２８－１０４０
桶川公民館 �７７２－３８８８

東公民館 �７２８－７６２２
生涯学習スポーツ課 �７２８－４１１１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

川田谷公民館 ものづくり談話会
～縄文土器作りを通して学ぶ～

と き�１１月２３日�・
午後１時３０分～３時３０分
ところ�川田谷公民館
対 象�市内在住・在勤の人 定 員�２５人【先着順】
費 用�無料 持ち物�筆記用具
講 師�井出政男さん（富士見市水子貝塚資料館市民学芸員）
申込み�直接または電話で１１月６日�～２０日�に

川田谷公民館へ。

くらしに役立つ講座
�知っておきたい放射線の正しい知識と人体への影響について
�これからの日本のエネルギーを考える
と き��１１月２１日� �２８日�午後１時３０分～３時３０分
ところ�桶川公民館
対 象�市内在住・在勤の人 定 員�２０人【先着順】
費 用�無料 持ち物�筆記用具
講 師��飯塚裕幸さん（埼玉医科大学中央研究施設RI 部門助教）

�工藤拓毅さん（（一財）日本エネルギー経済研究所研究理事）
申込み�電話で、１１月６日�午前９時から桶川公民館へ。

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１ 2244２０１２．１１2255



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

見
本
市
開
催
！

県
民
の
日

水
循
環
セ
ン
タ
ー
探

検
ツ
ア
ー（
下
水
道
施
設
見
学
会
）

県
立
桶
川
高
等
学
校
「
学
校
公
開

お
よ
び
学
校
見
学
会
の
お
知
ら
せ
」

県
立
桶
川
西
高
等
学
校

「
学
校
説
明
会
の
お
知
ら
せ
」

第
１８
回
全
国
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
福
祉
大
会

ｉ
ｎ

埼
玉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
一
度
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１８
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時と

こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

主
催
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
見
本

市
実
行
委
員
会
、
お
け
が
わ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト

共
催
▼
社
会
福
祉
協
議
会

詳
し
く
は
�
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
７２８
�
２
２
２
１

下
水
道
施
設
を
開
放
し
、
探
検
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
す
。
下
水
道
施
設
の
見
学
を
し

な
が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に
答

え
る
と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１１
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時と

こ
ろ
▼
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
小
針
領
家
９３９
）

申
込
み
▼
事
前
申
込
不
要
。
右
記
の
実

施
時
間
内
に
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
ま

で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催
▼
�
埼
玉
県
下
水
道
公
社

詳
し
く
は
�
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

�
７２８
�
２
０
１
１

【
学
校
公
開
】

と
き
▼
１１
月
１
日
�
午
後
１
時
〜
５
時

【
学
校
見
学
会
】

と
き
▼
１１
月
１０
日
�
、
１２
月
１５
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

申
込
み
▼
学
校
見
学
会
は
、
２
日
前
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
学
校
公
開
は
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
�
桶
川
高
等
学
校
教
務
部

�
７２８
�
４
４
２
１

�
７２９
�
１
０
０
４

と
き
▼
１１
月
１０
日
�
、
１２
月
８
日
�
、

平
成
２５
年
１
月
１９
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午
（
１１
月
１０
日
�
の
み
体
験
授
業
有
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
は
が
き
で
（
中

学
校
名
、
生
徒
名
お
よ
び
保
護
者
を
記

入
）
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳
し
く
は
�
桶
川
西
高
等
学
校
（
〒
３６３

�
００２７
川
田
谷
１
５
３
１
�
２
）

�
７８７
�
０
０
８
１
、
�
７８９
�
１
０
５
１
、

Ｈ
Ｐ

http
://w

w
w
.okenishi-h.spec.

ed.jp/

と
き
▼
１２
月
１
日
�
・
２
日
�
※
３
日

�
観
光
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
付
き

１
日
�
午
後
１
時
〜
５
時
（
受
付
は
午
前

１１
時
か
ら
）�
分
科
会

※
分
科
会
終
了
後
、
懇
親
会
あ
り
。

２
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�
式
典
、

記
念
講
演
な
ど

と
こ
ろ
▼
埼
玉
会
館
、
さ
い
た
ま
市
民

会
館
う
ら
わ
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ

ー
他主

催
▼
�
全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失
聴

者
団
体
連
合
会

主
管
▼
埼
玉
県
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者

協
会大

会
参
加
費
▼
４,

０
０
０
円
（
懇
親

会
、
昼
食
代
別
）

※
聞
こ
え
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
中
途
失

聴
者
、
難
聴
者
の
方
々
の
福
祉
向
上
と
自

立
、
親
睦
を
目
的
と
す
る
大
会
で
す
。
要

約
筆
記
・
手
話
通
訳
付
き
。
な
お
、
定
員

の
関
係
上
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
大
会
事
務
局
（
佐
々
木
）
へ
。

	
６１０
�
８
１
８
４

E
-m
ail:fukushisaitam

a@
gm
ail.com

詳
し
く
は
�
障
害
福
祉
課

平成２４年度

人権・同和問題を考える
「県民のつどい」

このイベントは、人権をテーマとした講演およ
び隣保館・教育集会所利用者の活動成果発表など
を併せて実施することにより、住民同士の交流を
促進し、人権・同和問題の正しい理解とその早期
解決を図ることを目的に開催します。
と き�１２月１日�午前９時３０分～午後３時
ところ�熊谷会館（熊谷市末広３－９－２）
内 容�
○隣保館および教育集会所利用者の活動成果発表
（舞台発表）

○隣保館、教育集会所利用者および障害を持つ人
の活動成果発表（作品展示）

○啓発資料展示、ビデオ放映、人権相談
○講演会 講師：山本コウタロー（フォークシン
ガー・白鴎大学教育学部教授）

○アトラクション（ザ・ニュースペーパー「コン
トグループ」）

費 用�入場無料
申込み�事前申込不要【先着順】
詳しくは�県県民生活部人権推進課

�８３０－２２５８、�８３０－４７１８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

障害福祉課 �７８６‐３２１１

堀 江 ビ ジ ネ ス 塾 塾 生 募 集
《特 徴》
◎出前授業専門 ◎授業は、１回２時間３０分
◎授業料は、講師料割勘制⇒たとえば、友達５
人で宅建講座を申込んだ場合の１人当たりの
授業料は２６０，０００円÷５人＝５２，０００円！
１０人なら２６，０００円！（１人なら２６万円）
◎講師は、講師歴１０年のベテラン⇒よくわかる！
◎クーリングオフ制度⇒最初の授業開始後３０分以
内なら解約（全額返金します）できるので安心！

《開講講座》
講師料

７５，０００円

１２５，０００円

５０，０００円

１５０，０００円

２６０，０００円

お問合せ：上尾市弁財一丁目３‐２１ 電話：０４８‐７７３‐２５５４

回数

１０

１０

１０

２０

２６

対 象

労働社会保険事務をマスターしたい方

人事トラブルを予防したい経営者、人事担当者

日商簿記検定３級に合格したい方

日商簿記検定２級に合格したい方

宅地建物取引主任者資格試験に合格したい方

講 座

人 事 事 務

労働法研究

簿 記 ３ 級

簿 記 ２ 級

宅 建

浦和駅西口徒歩2分

◆相談料30分5250円（事前にご予約下さい）

�橋徹総合法律事務所
弁護士 �橋徹

�048-815-6077
電話受付：平日午前10時～午後6時

info@takahashisogo.com
さいたま市浦和区高砂2‐1‐2駒崎ビル402

悩み事解決のお手伝いをします お気軽にご相談下さい
遺言書作成、遺産分割協議、遺留分等

慰謝料、財産分与、養育費、年金分割等

解雇、残業代、セクハラ、パワハラ等

契約の更新・解除、借地権、立退料等

売買代金・請負代金・貸付金の請求等

契約書作成、取引トラブル、顧問契約等

遺産相続

離婚問題

労働問題

借地借家

債権回収

企業法務

総総合合型型地地域域ススポポーーツツククララブブ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

下記２クラブは、文部科学省が推奨している総合型地域スポーツクラブで、市から支援を受けています。

３６スポーツアカデミー

【ゴルフを始めてみませんか？】体験講座
と き
１１月１日～２９日毎週木曜日 午後６時～８時

ところ
日の出ゴルフセンター（上日出谷１２４５）
費 用
５００円／回（別途打席代１，２００円が必要）

【要事前予約】

対 象
市内在住・市内在勤の人
定 員
１０人【先着順】
持ち物
汗拭きタオル・動きやすい格好・ゴルフクラ

ブ（お持ちの人）

講 師
坂本エリヤさん

【楽しく遊ぼうエンジョイサッカー】体験講座
と き
１１月３日～２４日毎週土曜日 午前９時～１１時

ところ
BTフットサルコート 北本市北中丸２－１２５－１

費 用
無料
対 象
幼児～小学生
服 装
運動しやすい格好
講 師
中村洋平さん
※屋外での開催のため、雨天時は休校の場合がありま

す。必ず事前予約をお願いします。

詳しくは�福井�０４８‐７７８‐９６４６ E-mail（team３６spa@yahoo.co.jp） HP（http : //www.team３６spa.jp）

このゆびとまれ

【みんなで楽しく歩きましょう�（東側８�コース）】
と き
１１月２２日�午前８時（西口公園噴水前集合）～正午頃（解

散予定）※小雨決行
コース
駅西口公園→稲荷神社→わんぱく村→光照寺→加納天神

→べに花ふるさと館→駅西口公園
持ち物
飲み物・雨具・ウォーキングに適した服装
定 員
３０人
費 用
１００円（保険代）※当日徴収
対 象
市内在住の人
申込み
往復はがきに、１１月１５日�【必着】までに住所・氏名（ふ

りがな）・電話番号・年齢・性別および返信用宛名記入
のうえ、大久保孟（〒３６３‐００２６上日出谷１１４３‐１）へ。

詳しくは�大久保�７８７‐１５７８ E-mail（okeyubitoma@hotmail.co.jp）

【ハワイアンフラをしませんか】体験講座
と き
［水曜コース］１１月７日～２８日 午後２時～４時

［木曜コース］ １日～２９日 午後２時～４時
ところ
サン・アリーナ
会 費
５００円／回【要事前予約】
服 装
動きやすい格好（女性はスカートが好ましい）
講 師
ユリ香さん

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１ 2266２０１２．１１2277



春
風
亭
小
朝
独
演
会

も
の
ま
ね
ス
タ
ー
大
行
進

「
吹
奏
楽
＆
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」（
１１
月
１８
日
開
催
）
整
理
券

追
加
発
行
に
つ
い
て

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
１０
時
〜
１７
時
３０
分

Ｈ
Ｐ
�http

://w
w
w
.saitam

a-bungakukan.org/

第
４４
回「
埼
玉
文
芸
賞
」作
品
募
集

彩
の
国
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

け
ん
か
つ
鉄
道
フ
ェ
ア
２
０
１
２

鴻
巣
市

K
o
no
su
C
ity

第
３２
回
鴻
巣
市
産
業
祭

北
本
市

K
itam
o
to
C
ity

﹇
開
催
﹈宝
塚
O
G
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー

「
サ
・
セ
・
パ
リ
２
」
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
〜
す
み
れ
の
花
咲
く
頃

と
き
▼
平
成
２５
年
１
月
２０
日
�
午
後
１

時
３０
分
開
場
、
２
時
開
演

チ
ケ
ッ
ト
▼
【
全
席
指
定
】
Ｓ
席
３,

０
０
０
円
、
Ａ
席
２,
５
０
０
円
↓
１１
月

２
日
�
１０
時
よ
り
発
売
開
始
、
８
時
３０
分

よ
り
整
理
券
配
布
（
初
日
の
み
電
話
予
約

は
正
午
か
ら
）

※
１
人
５
枚
ま
で
。
未
就
学
児
入
場
不
可

と
き
▼
平
成
２５
年
２
月
３
日
�
午
後
２

時
３０
分
開
場
、
３
時
開
演

出
演
▼
ツ
ー
ト
ン
青
木
・
藤
川
な
お
美
・

歌
真
呂
・
た
っ
つ
ぅ
ん

チ
ケ
ッ
ト
▼
【
全
席
指
定
】
Ｓ
席
３,

０
０
０
円
、
Ａ
席
２,
５
０
０
円
↓
１１
月

１０
日
�
１０
時
よ
り
発
売
開
始
、
８
時
３０
分

よ
り
整
理
券
配
布
（
初
日
の
み
電
話
予
約

は
正
午
か
ら
）

※
１
人
５
枚
ま
で
。
未
就
学
児
入
場
不
可

好
評
に
つ
き
配
布
終
了
し
た
入
場
整
理

券
を
、
当
日
追
加
配
布
し
ま
す
。
入
場
者

の
状
況
に
応
じ
て
配
布
し
、
番
号
順
に
ご

案
内
し
ま
す
。（
確
実
に
入
場
を
お
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入

場
は
開
演
後
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

と
き
▼
１１
月
１８
日
�
午
後
０
時
３０
分
か

ら
と
こ
ろ
▼
１
階
受
付

枚
数
▼
１００
枚
予
定
（
１
人
２
枚
ま
で
）

※
既
に
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
の
人
は
、

必
ず
開
場
時
間
内
に
ホ
ー
ル
へ
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
中
に
創
作
・
発
表
・
刊
行
さ

れ
た
次
の
作
品

�
小
説
・
戯
曲

�
文

芸
評
論
・
伝
記
、
エ
ッ
セ
イ

�
児
童
文

学

�
詩

	
短
歌



俳
句

�
川
柳

※
応
募
点
数
は
１
人
１
部
門
１
点
。

対
象
▼
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

で
高
校
生
以
上

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
１２
月
３１
日
�
（
消
印
有
効
）、

持
参
の
場
合
は
１２
月
２８
日
�
ま
で
に
さ
い

た
ま
文
学
館
「
埼
玉
文
芸
賞
」
担
当
へ
。

※
詳
し
く
は
、
文
学
館
、
県
内
公
共
図
書

館
、
公
民
館
な
ど
で
配
布
さ
れ
る
「
応
募

要
領
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
応
募
要
領

は
、
さ
い
た
ま
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。ま
た
、
８０
円
切
手
・

返
信
用
封
筒
を
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
送
付

し
て
請
求
で
き
ま
す
。

子
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
移
動
博
物

館
・
水
族
館
、
レ
ト
ロ
・
モ
ー
タ
ー
カ

ー
の
展
示
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
模
擬
店
、

農
産
物
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

と
き
▼
１１
月
４
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時
３０
分

問
合
せ
▼
電
話
（
７２８
�
７
１
１
６
）

鉄
道
ジ
オ
ラ

マ
の
展
示
・
実

演
、
ミ
ニ
Ｅ
Ｌ

（
電
気
機
関
車
）

の
運
転
、
鉄
道

博
物
館
講
演
会

「
新
幹
線
っ
て

な
〜
に
？
超
特

急
！
聞
い
て
な

っ
と
く
鉄
道
お

も
し
ろ
話
」、

各
鉄
道
会
社
の

ブ
ー
ス
、
ミ
ニ
電
車
の
お
も
ち
ゃ
広
場
、

県
内
各
鉄
道
写
真
展
示
、
全
国
有
名
駅

弁
勢
揃
い
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
・
本
の
販
売

な
ど
。

と
き
▼
１１
月
２３
日
�
・


午
前
１０
時

３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

問
合
せ
▼
電
話
（
７２８
�
７
１
１
７
）

鴻
巣
の
秋
を
見
て
・
触
れ
て
・
味
わ
う
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
１１
月
１０
日
�
・
１１
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
総
合
体
育
館
敷
地
内
（
駐
車

場
�
鴻
巣
市
役
所
・
市
役
所
第
２
庁
舎
・

陸
上
競
技
場
）

内
容
▼
農
産
物
品
評
会
・
即
売
会
、
商

工
業
製
品
の
展
示
即
売
会
、
消
費
生
活
展
、

人
形
絵
付
教
室
、
白
米
・
花
・
梨
の
配
布
、

草
津
温
泉
招
待
券
の
抽
選
会
、
福
島
県
金

山
町
の
物
産
販
売
、
健
康
ま
つ
り
な
ど

※
ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
内
の
ス
リ
ッ
パ
は
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
持
参
で
き
る
方
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
鴻
巣
市
農
政
課
農
政
担
当

�
０４８
�
５４１
�
１
３
２
１
・
内
線
２
４
５
２

宝
塚
歌
劇
の
名
場
面
を
、
宝
塚
の
元
ト

ッ
プ
ス
タ
ー
や
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
た
ち

が
華
麗
に
繰
り
広
げ
ま
す
。

出
演
者
▼
峰
さ
を
理
、
�
汐
巴
、
平
み

ち
、
紫
と
も
他
、
総
勢
14
人

と
き
▼
平
成
25
年
1
月
30
日
�
午
後
５

時
30
分
開
場
、
６
時
開
演

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
員
▼
７１０
人

費
用
▼
４,
０
０
０
円
【
全
席
指
定
】

申
込
み
▼
11
月
10
日
�
午
前
９
時
か
ら

文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
央
公
民
館
窓
口
で
入

場
券
を
発
売
し
ま
す
。

主
催
・
問
合
せ
▼
中
央
公
民
館

�
０４８
�
５９１
�
７
３
２
１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

申し込み時間：
午前９時～午後６時

�729－1611
�727－0255１１月

催 し 物 と き 内 容

フリーマーケット
毎月第１日曜日
午前９時～午後４時

安くてよい品の展示即売
※出店者（飲食物不可）募集中！

ふるさと蚤の市
毎月第２日曜日
午前９時～午後４時

古民具・古着などのアンティーク商品の
販売

≪開講講座≫応募状況については電話でお問い合わせください。

そば打ち教室
（�初級コース）
（�中級コース）

毎月第３土曜日
�午後１時～４時
�午前９時３０分
～午後０時３０分

費用��２，０００円
�２，５００円

木工細工教室
毎月第２・４金曜日
午前９時～正午

受講料�１，０００円／回
教材費�５００円～１，５００円

陶芸教室
毎週水曜日
�午前９時～正午
�午後１時～４時

受講料�４，０００円／月
教材費�７００円～８００円

書道教室
第２・４金曜日
※今月は第２・５金曜日
午前９時３０分～正午

費用�１，０００円／回

デッサン教室
毎月第２木曜日
午前９時～正午 費用�１，５００円／回

≪イベント＆サービス≫

菊花展 １１月６日�～１５日� 秋を代表する花、菊を展示します。色とり
どりに咲き誇る菊をお楽しみください。

第３回ふるさと再
発見講座

１１月１７日�
�午後１時３０分～２時
�午後２時～３時４５分

�県内の民話語りグループ「民話語りわ
らしべ、民話の会どんとはれ」による
民話の発表
費用�無料

�講座「泉福寺の大蛇と川田谷物語」
清水麻美子さん（泉福寺・桶川市）
費用�６００円※中学生以下無料

語りと琵琶がたり １２月２日�
午後２時開演

「今の言葉」による語りと琵琶の演奏が繰
り成す幽玄な世界をお楽しみください。
チケット�前売り２，０００円

当 日２，５００円

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
９
時
〜
２２
時

響の森 〒３６３－００２２ 桶川市若宮１－５－９
桶川市民ホール �７８９－１１１３ １階受付（チケット）�７８９－１５１３
さいたま文学館 �７８９－１５１５

１１月の【休館日】の
お知らせ

５日�・１２日�・
１９日�・２６日�・
２７日�

５日�・１２日�・
１９日�・２６日�

さ い た ま 文 学 館

桶 川 市 民 ホ ー ル

桶川市べに花ふるさと館

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ（http//w

w
w
.ikg-saitam

a.jp

）

第１２回 全国桶川ふるさと祭り

“あなたのふるさとがここにあります”
各県人会による郷土特産品の販売のほか、各地の踊りや演奏・唄な

どのステージイベントを開催します。
とき�１１月２４日�・２５日�共に午前１０時～午後３時※雨天決行
主催�全国桶川ふるさと祭り実行委員会・財団法人けやき文化財団
後援�桶川市・商工会・観光協会
ステージイベント�
２４日：�紅流華／よさこい�ラウナ アロハ／フラダンス	桶川市民

踊同好会／民踊
桶川市民踊連盟・尺八伝家愛好会／尺八の演
奏�Athena／ベリーダンス�なごみの会 ハーモニカ／ハー
モニカ

２５日：�北桜連／よさこい�桶川たんぽぽ保育園／太鼓・民謡	安来
節／どじょうすくい
スターダストキッズ／子どもダンス�
OPWジャズオーケストラ／ジャス演奏
�橘光顕／歌（福島県浪江町出身）
アンサンブルシャリオ／
合唱�彩の国 おはら会／民踊

北里大学北里研究所メディカルセンター病院
☆☆イベント情報 皆様のご来場をお待ちしております☆☆

第４回 糖尿病フェア～症状が出にくい糖尿病。あなたは大丈夫ですか？～
日時 １１月１７日�土開演１３時（受付１２時３０分から）
内容 ①講演“上手な糖尿病との付き合い方” ②今日から出来るエクササイズ ③体験・相談コーナー
会場 王森然（おうしんねん）記念館（病院西側徒歩２分）
申込み・費用 申込み不要。参加費無料 問い合わせ 栄養科（平日９時～１７時）

�：048－593－1212 北本市荒井6－100 http : //www.kitasato-u.ac.jp/kmc-hp/

【べに花ふるさと館PR
ソング募集中止のお知らせ】

広報おけがわ１０月号に掲載

の「べに花ふるさと館 PRソ

ング募集」について、都合に

より中止させていただくこと

となりました。お詫びして訂

正いたします。

（桶川市べに花ふるさと館）
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センター

地域の方々の参画を得
て、子どもたちの安全・
安心な活動拠点をつくる
ことを目的とする放課後
子ども教室「あいあい広
場」の開設式が、桶川東
小学校および日出谷小学
校の会場で行われました。 （９月５日：桶川東小学校）

敬老事業の一つ、島倉
千代子歌謡ショーが行わ
れました。「人生いろい
ろ」などの名曲が歌われ
ました。
（９月９日：市民ホール）

さくらフレンドにて料理体験教室が開催され、小学生２１
人が参加しました。おにぎりやチキンのこんがり焼きに挑
戦し、自分達の手作り料理を味わいました。毎日ご飯を作
ってくれる親の苦労を、ちょっとだけ分かっていただけた
ようです。ありがとうございました。

（８月２７日：さくらフレンド）
日出谷子育て支援センターのオープンイベント
が行われました。パネルシアターや手あそび、お
祭りコーナーと大盛況で約１５０人の親子の方々が
参加されました。これからもぜひご利用くださ
い。 （９月３日：日出谷子育て支援センター）

鴨川１丁目北町会自
主防災会では、�財自治
総合センターが実施す
る「コミュニティ助成
事業」の「地域防災組織
育成助成事業」を受け
て、防災用資機材など
（ヘルメット、救助工具、投光器、発電機など）を購入しました。
この「コミュニティ助成事業」は、宝くじの収入を財源

に、コミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を目的
として行われています。
今後、自主防災組織の活動など地域住民の安全な街づく

りに大きく貢献することが期待されます。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「放課後子ども教室」開設！

「お父さん・お母さん 毎日ありがとう」
～料理体験教室を開催しました～

「宝くじ助成」で購入しました！

祝・敬老

日出谷子育て支援センター
オープン！

いわま行政書士事務所
遺言書・相続手続き

離婚・交通事故

許認可・法人設立

桶川市上日出谷1269-92
Pあり 出張相談可能です。

初回相談は無料です。
お気軽にご相談ください。

ご予約・ご相談は、
048-789-2777
土・日・夜間も対応いたします。
担当 行政書士 岩間健太郎

シルバーレクリエーション大会の結果
とき�９月３０日� ところ�サン・アリーナ
主催�教育委員会 ※同スコアの場合は、年齢の高い方を上位としています。
室内グラウンド・ゴルフの部

【女子の部】
（１１打）
（１５打）
（１５打）

ビーンボウリングの部
【女子の部】

（９０点）
（８９点）
（８８点）

クロリティーの部
【女子の部】

（１１８点）
（１０２点）
（９６点）

丸山 孝子
春山 昌代
大和田とし子

藤本千鶴子
金子 寛子
斉藤 久子

丸山 孝子
加藤 美好
上利 綾子

優 勝
準優勝
第３位

優 勝
準優勝
第３位

優 勝
準優勝
第３位

【男子の部】
（１１打）
（１５打）
（１６打）

【男子の部】
（８３点）
（７９点）
（７６点）

【男子の部】
（１２２点）
（１１４点）
（１１２点）

手塚 只彦
安川卯三郎
高橋 英男

大和田耕男
武田 有弘
福島 外義

長谷川富也
土屋 賢一
小駒浪次郎

優 勝
準優勝
第３位

優 勝
準優勝
第３位

優 勝
準優勝
第３位
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俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

冷
房
を
効
か
せ
集
団
検
診
車

鴨
川

小
川

修
三

盆
迎
え
ゆ
ら
ぐ
ロ
ー
ソ
ク
亡
夫
の
声

末
広

菅
野

昭
子

ひ
ぐ
ら
し
や
一
息
入
れ
る
濯
ぎ
も
の

末
広

斎
藤

律
子

大
太
鼓
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
夏
ま
つ
り

加
納

堀
内

格

飼
い
主
に
似
つ
か
ず
金
魚
太
り
け
り

下
日
出
谷

山
下

恭
子

気
ま
ぐ
れ
に
折
り
て
人
恋
ふ
曼
珠
沙
華

川
田
谷

楠
原

幹
雄

今
年
米
ま
ず
病
む
妻
へ
炊
き
に
け
り

加
納

�
橋

眞
次

新
米
の
香
り
の
甘
き
湯
気
の
中

泉

小
柏

キ
ヨ

目
標
の
万
歩
達
成
秋
没
日

坂
田

小
林

茂
之

椋
鳥
の
ね
ぐ
ら
定
ま
る
大
樹
か
な

神
明

佐
藤

和
也

短

歌

節
電
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
庭
先
の
色
涼
や
か
に
朝
顔
の
花

朝
日

長
谷
川
ケ
イ
子

羽
化
蝉
の
翡
翠
の
ご
と
き
羽
根
の
君
も
う
す
ぐ
飛
び
立
つ
未
知
の
世
界
へ

下
日
出
谷

山
下

恭
子

明
け
暮
れ
の
ち
か
ら
の
声
に
愁
ひ
あ
り
つ
く
つ
く
法
師
は
季
の
迫
間
に

加
納

宮
本
一
佐
子

万
緑
の
港
の
見
え
る
公
園
も
瓦
礫
埋
立
て
復
活
の
あ
と

東

田
中
美
智
子

減
反
の
休
耕
田
に
風
吹
か
ば
泡
立
草
は
野
武
士
の
如
し

倉
田

安
中

久
遠

長
月
の
は
し
き
季
節
に
生
ま
れ
き
て
八
白
土
星
長
寿
を
目
指
す

泉

小
柏

キ
ヨ

雷
な
り
て
八
月
の
空
に
雨
を
待
つ
枯
葉
ふ
え
ゆ
く
菜
園
く
る
る

泉

外
山

ナ
ミ

応募要領

�
�
作
品（
俳
句
は
１
人
３
句
、短
歌
は
１
人
１
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

�
住
所

�
氏
名（
ふ
り
が
な
）
�
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
�
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
室
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
１０
句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
１１
月
１５
日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
１
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

１月生まれの子どもの写真（３歳まで）を募集します。応募は写真（裏面にお子さんの名前）と、別紙に�お子さんの名前（ふりが
な）・�生年月日・�保護者名・�住所・�電話番号・�簡単なメッセージ（５０字程度）を明記し、〒３６３－８５０１桶川市泉１－３－
２８ 桶川市役所秘書広報課「はっぴぃばーすでぃ」あてにお送りください。（１１月１０日までの消印有効）※【多数抽選】※過去に掲
載されたお子さんのご応募は、ご遠慮ください。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ゆう き

倉形 侑希ちゃん
〈末広〉

侑希、３歳のお誕生日おめで
とう！これからもお姉ちゃん
と仲良く元気に育っていって
ね！

かえで

宮� 楓ちゃん
〈坂田〉

３歳のお誕生日おめでとう♪
いつも元気いっぱいで笑顔の
楓が大好き�パパもママもみ
んなが癒されてるよ！これか
らも元気いっぱいに育ってね。

えい と

�木 永翔ちゃん
〈泉〉

２歳のお誕生日おめでとう♪
音楽にのってニコニコしなが
らダンスする永翔、パパもマ
マも大好きだよ�これからも
沢山笑って、元気に大きく育
ってネ�

の あ

宮� 乃愛ちゃん
〈上日出谷〉

１歳のお誕生日おめでと
う�乃愛の笑顔にみんなと
ても癒されます。大好きな
お兄ちゃんといつまでも仲
良く元気に育ってね�

はる か

安部 晴香ちゃん
〈朝日〉

晴香ちゃん、１歳のお誕生
日おめでとう�いつも素敵
な笑顔ありがとう。これか
らもいっぱい笑って大きく
なってね。大好きだよ�

けんしん

栗原 健真ちゃん
〈上日出谷〉

☆２歳のお誕生日おめでと
う�健真のニコニコ笑顔が
大好きだよ。これからも悠
真と仲良く成長していって
ね☆

ゆう き

桑名 悠綺ちゃん
〈坂田〉

２歳のお誕生日おめでとう！
ちょっとおすましだね！お兄
ちゃんと仲良く、よく笑って、
泣いて、元気いっぱい。パパ
もママも大好きだよ。�

み わ

井上 実環ちゃん
〈寿〉

３歳のおたん生日おめでと
う�実環ちゃんの笑顔がみ
んな大好きです。これから
も幸せいっぱい育ってね。

しずく

西村 雫ちゃん
〈寿〉

３歳のお誕生日おめでと
う！あっという間に成長し
たね。お兄ちゃんと仲良く
元気に大きくな～れ�

ひろ と

鈴木 大登ちゃん
〈末広〉

１歳のお誕生日おめでとう
♪いつもニコニコ笑顔でた
くさんの幸せをありがと
う！大登、大好きだよ�

ゆう

楠本 優ちゃん
〈坂田〉

１歳おめでとう�我が家の
アイドル優ちゃん。産まれ
てきてくれてありがとう♪
これからも元気いっぱいに
大きくなってね�

ゆう た

新井 湧太ちゃん
〈上日出谷〉

１歳のお誕生日おめでとう
♪これからも、りこ姉ちゃ
んと元気いっぱい遊んで、
家族みんなで沢山笑って過
ごそうね☆
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離婚　内容証明　許認可申請　法人設立　ビザ申請 離婚　内容証明　許認可申請　法人設立　ビザ申請 

代表　榎本幸雄（税理士・行政書士・AFP）

快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

「広報おけがわ」が配置されています。市内のスーパー・郵便局・公共施設および桶川駅
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�７８６－３２１１へ
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
朝
日
文
化
ま
つ
り
『
朝
日
記
念
会
館
』

１１
月
１０
日
�
・
１１
�
１０
時
〜
１６
時
／
朝
日

記
念
会
館
（
朝
日
１
�
２２
�
１０
）
／
無
料

／
お
茶
・
パ
ン
・
キ
ム
チ
な
ど
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
有
／
朝
日
記
念
会
館
�
７７４
�
９
０

５
３
（
火
・
金
の
み
）

■
第
１０
回
桶
川
市
美
術
会
絵
画
展

１１
月
１５
日
�
〜
１８
日
�
１０
時
〜
１８
時
（
絵

画
部
門
大
作
展
と
し
て
）
／
響
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
無
料
／
藤
沢
�
７２８
�
４
３
６
４

■
展
示
販
売
『
十
人
十
色
手
作
り
仲
間
の

集
い
』

１１
月
１３
日
�
１０
時
３０
分
〜
１８
時
、
１４
日
�

９
時
〜
１６
時
／
響
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
着

物
リ
メ
イ
ク
・
和
布
の
バ
ッ
グ
・
小
物
・

陶
器
な
ど
／
米
村
�
０９０
�
３
３
４
１
�
０

２
８
６

■
家
事
と
家
計
の
講
習
会
『
浦
和
友
の
会

桶
川
支
部
』

１１
月
１６
日
�
１０
時
〜
１１
時
４５
分
／
響
の
森

大
会
議
室
／
３０
人
／
５００
円
／
託
児
有
／
要

予
約
／
今
、
本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
で

す
か
。
家
計
簿
を
つ
け
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
／
柳
瀬
�
７７１
�
２
７
７
２

■
木
目
込
み
干
支
講
習
会
『
桶
川
市
美
術

会
』

１１
月
１７
日
�
・
１８
日
�
１３
時
〜
１７
時
／
桶

川
公
民
館
／
４０
人
／
３,
０
０
０
円
／
持

ち
物
	
は
さ
み
・
目
打
ち
／
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
坂
田
裕
紀
方
桶
川
市
美
術
会
（
〒
３６３

�
００１３
東
１
�
６
�
２６
）
へ
／
坂
田
�
７７１
�

６
９
６
９

■
第
１２
回
桶
川
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
『
桶
川
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協

会
』

１１
月
２５
日
�
９
時
３０
分
集
合
、
１０
時
開
会

式
／
ス
ポ
ル
ト
上
尾
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ン
ズ

／
８０
人
／
２,
０
０
０
円
（
１
人
３
ゲ
ー

ム
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
お
よ
び

協
会
会
員
の
人
／
１１
月
１８
日
�
締
め
切
り

／
柳
澤
�
０９０
�
４
６
０
８
�
４
８
８
４

■
講
演
「
原
発
事
故
か
ら
１
年
８
か
月
私

た
ち
は
放
射
能
と
ど
う
向
き
あ
う
か
？
」

『
第
４０
回
桶
川
母
親
大
会
実
行
委
員
会
』

１１
月
２５
日
�
１０
時
〜
１６
時
／
桶
川
公
民
館

／
１００
人
／
無
料
／
午
前
	
映
画「
核
の
傷
」

肥
田
舜
太
郎
医
師
と
内
部
被
曝
の
上
映
、

１３
時
３０
分
	
講
演
（
講
師
	
肥
田
舜
太
郎

さ
ん
）
／
桶
川
市
後
援
／
坂
下
�
７７５
�
５

９
９
６

■
杉
本
あ
き
唄
と
踊
り
の
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

『
杉
本
カ
ラ
オ
ケ
』

１１
月
３０
日
�
／
市
民
ホ
ー
ル
／
５００
人
／
無

料
／
夕
方
に
お
や
つ
が
出
ま
す
／
杉
本
�

７８６
�
７
６
２
７

■
一
か
ら
学
ぶ
藝
術
に
学
ぶ
歴
史
�
琵
琶

で
聴
く
平
家
物
語
の
夕
べ
�『
中
央
大
学

桶
川
白
門
会
』

１２
月
１
日
�
１６
時
（
１５
時
３０
分
開
場
）
〜

１８
時
／
桶
川
宿
本
陣
／
５０
人
／
２,
０
０

０
円
／
琵
琶
語
り
と
解
説
を
交
え
な
が
ら

平
家
の
滅
び
ゆ
く
美
学
を
堪
能
／
新
井
�

０８０
�
１
１
８
１
�
１
５
９
９

■
第
５
回
ひ
び
き
コ
ン
サ
ー
ト
『
オ
カ
リ

ナ
サ
ー
ク
ル
「
笛
吹
童
子
」』

１２
月
９
日
�
１３
時
３０
分
開
場
、
１４
時
開
演

／
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
／
１６５

人
／
無
料
／
参
加
団
体
	
笛
吹
童
子
（
オ

カ
リ
ナ
）、
桶
川
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

佐
藤
一
美
と
マ
ザ
ー
グ
ー
ス（
オ
カ
リ
ナ
）、

合
唱
団
「
虹
」
／
春
森
�
７８６
�
２
４
８
７

（
１８
時
以
降
）募

集
し
ま
す

■
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
『
彩
央
桶
川
べ
に

花
支
部
』

毎
週
金
曜
日
９
時
〜
正
午
／
勤
労
福
祉
会

館
／
若
干
名
／
入
会
金
１,
０
０
０
円
、

月
額
１,
０
０
０
円
／
初
心
者
Ｏ
Ｋ
／
杉

内
�
７８６
�
０
２
４
４

■
日
常
の
く
ら
し
の
諸
々
に
つ
い
て
気
楽

に
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川
市
く

ら
し
の
会
』

毎
月
第
３
月
曜
日
１０
時
〜
正
午
（
原
則
）

／
勤
労
福
祉
会
館
／
年
額
１,
２
０
０
円

（
原
則
）
／
藤
本
�
７８６
�
１
４
０
４

■
実
用
書
道
「
美
し
い
文
字
を
書
く
『
や

さ
し
い
小
筆
』」

毎
月
２
回
金
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

／
響
の
森
会
議
室
／
月
額
３,
０
０
０
円

／
初
心
者
歓
迎
／
年
賀
状
を
筆
文
字
で
作

成
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
／
増
田
�
０９０
�
７

７
３
２
�
５
０
１
１

■
日
記
が
わ
り
に
短
歌
を
詠
み
ま
せ
ん
か

『
青
虹
短
歌
会
』

毎
月
第
４
水
曜
日
１３
時
〜
１６
時
／
響
の
森

研
修
室
／
入
会
金
２００
円
、
月
額
２００
円
、
年

額
１,
０
０
０
円
／
初
心
者
歓
迎
／
古
典

講
話
、
日
曜
日
（
年
３
回
）
の
歌
会
も
あ

り
ま
す
／
心
に
残
っ
た
こ
と
を
短
歌
に
詠

ん
で
み
た
い
方
大
歓
迎
／
上
田
�
７８６
�
１

３
６
２

■
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か

『
桶
川
朝
の
駈
足
会
』

毎
週
日
曜
日
７
時
〜
８
時
／
駅
西
口
公
園

／
年
額
２,
０
０
０
円
／
健
康
の
た
め
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
た
い
・
仲
間
づ
く
り

を
し
た
い
人
／
土
橋
�
７２８
�
１
６
１
６

■
剣
道
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
桶
川

剣
道
連
盟
』



毎
週
水
曜
日
１８
時
〜
１９
時
３０
分
�
毎
週

土
曜
日
１４
時
〜
１５
時
３０
分
�
毎
週
日
曜
日

９
時
〜
１０
時
３０
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
／

入
会
金
２,
０
０
０
円
、
月
額
２,
５
０

０
円
／
穂
谷
野
�
７８６
�
５
７
３
８

H
P:http

://okeken.w
eb.fc2

.com
/

■
『
英
会
話
サ
ロ
ン
』
会
員
募
集

毎
月
第
２
木
曜
日
１３
時
か
ら
／
西
口
図
書

館
／
月
額
１,
０
０
０
円
／
英
会
話
・
歌
・

朗
読
／
鎌
田
�
７７１
�
４
０
４
４

■
社
交
ダ
ン
ス
で
健
康
に
�
『
山
吹
会
』

毎
週
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
／
東

公
民
館
／
月
額
１,
５
０
０
円
／
１
か
月

無
料
体
験
有
／
中
高
年
の
運
動
に
楽
し
い

仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
／
松
沢
�
７２８
�
５

８
５
２

■
な
ぎ
な
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
募
集
『
桶

川
ク
ラ
ブ
』

毎
週
土
曜
日
９
時
〜
１１
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
／
１０
人
（
先
着
順
）
／
月
額
５００
円
、

年
額
８００
円
／
小
・
中
学
生
／
田


�
７７５
�

３
６
３
８

■
あ
な
た
も
一
緒
に
川
柳
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
『
お
け
が
わ
博
柳
会
』

毎
月
第
１
水
曜
日
１０
時
〜
１２
時
３０
分
／
響

の
森
研
修
室
／
月
額
１,
０
０
０
円
／
初

心
者
歓
迎
／
長
野
�
７８６
�
０
３
０
１

■
日
本
語
を
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う

『
に
ほ
ん
語
学
び
舎
』

毎
週
日
曜
日
１０
時
〜
正
午
／
響
の
森
会
議

室
／
１
期
５００
円
／
外
国
籍
の
人
、
日
本
在

住
の
外
国
出
身
者
／
日
本
語
の
勉
強
、
会

話
、
行
事
参
加
、
料
理
教
室
な
ど
／
鈴
木

�
７８７
�
４
８
８
８
（
１８
時
以
降
）

■
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

硬
式
テ
ニ
ス
『
’９１
テ
ニ
ス
』

毎
週
土
・
日
曜
日
・
祝
日
９
時
〜
正
午
／

舎
人
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
／
月
額
２,
０
０

０
円
／
杤
谷
�
７７１
�
１
９
９
０

１月号の締め切りは、１１月９日�金です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。市 民 伝 言 板 １月号の締め切りは、１１月９日�金です。

※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。市 民 伝 言 板

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
投
稿
規
程

○
投
稿
は
所
定
の
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
政
治
、
宗
教
、
営
利
、
個
人
活
動
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
記
事
は
広
く
市
民
一
般
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
同
一
内
容
を
２
回
以
上
掲
載

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
２
回
ま
で

と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
・
募
集
記
事
を
合
わ
せ
て
、
掲
載
は

年
６
回
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指
導
的

な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部
省

略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

司法書士制度140周年記念「市民公開講座」

「今、地域とともにできること」
～子どもたちの未来のために～

１部 開会、演奏会、司法書士会会員による寸劇など

２部 講演会：「みんな違って、みんないい」

乙武洋匡さん
と き�１１月２５日� １３：００～１６：００
ところ�上尾市文化センター大ホール《入場無料》
申込み�住所・氏名・電話番号・希望枚数（２枚まで）

を明記のうえ、FAX（８６４‐２９２１）で（１１月１１日
必着・多数抽選）

詳しくは�埼玉司法書士会 �８６３－７８６１

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１ 3322２０１２．１１3333
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■
平
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発
行

■
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市
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岩
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正

男
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�
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‐
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８
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６

●環境センター（リサイクル推進課）�７２８－１９０２

その他

１４

１２

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時３０分から１１時３０分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。

金属・
ガラス・
乾電池

９・３０

５・１９

プラス
チック

６・１３・
２０・２７
１・８・１５・
２１・２９

紙製の容器
と包装紙

２・１６

７・２８

古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

３・１７

１０・２４

１１月のごみ収集日程表

燃やせるごみ

１・５・８・１２・１５・
１９・２１・２６・２９
２・６・９・１３・１６・
２０・２２・２７・３０

高崎線東側

高崎線西側

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

国民健康保険税、介
護保険料、後期高齢
者医療保険料

【第５期】
納期限…１１月３０日
納税は期限内に！

今月の納税

ＴＥＬ

７７３－１７８７

７２１－３６９２

０４８－５９０－５９７７

７７２－３４９２

７７６－００２２

０４８－５９２－８８６１

７７１－１４４６

７７６－００２２

０４８－５９０－５７２０

７８９－３２２２

７２１－３６９２

０４８－５４０－６４６３

７７８－３９１１

７７６－００２２

０４８－５９１－７６２２

７８９－５７７７

７７６－００２２

０４８－５９３－５５８８

所在地

桶川市

伊奈町

北本市

桶川市

桶川市

北本市

桶川市

桶川市

北本市

桶川市

伊奈町

北本市

桶川市

桶川市

北本市

桶川市

桶川市

北本市

診療科目

内、循内、小

内、外

内、消、小

耳鼻咽喉

内、外、整外

内、心内、
神内

内

内、外、整外

整外、内、リハ、
皮、リウ

小

内、外

整外、リハ、
リウ、内

皮

内、外、整外

内、胃腸

内、外、小

内、外、整外

胃腸、外、内、整外、
リハ、皮、泌

医 療 機 関

加 藤 医 院

伊 奈 病 院

さとうクリニック

おかべ耳鼻咽喉科医院

埼 玉 県 央 病 院

ひらお内科クリニック

蔵 田 医 院

埼 玉 県 央 病 院

よしだ整形外科内科

桶川駅前こどもクリニック

伊 奈 病 院

まつざき整形リウマチクリニック

神崎皮膚科クリニック

埼 玉 県 央 病 院

北本第一クリニック

桶川西口クリニック

埼 玉 県 央 病 院

伊藤クリニック

月 日

３
日

４
日

１１
日

１８
日

２３
日

２５
日

１１
月

【診療時間】午前９時～午後５時
【受診方法】医療機関に電話で確認してから、受診してください。

（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

北足立歯科医師会休日診療所

鴻巣市赤見台１－１５－２３
�０４８－５９６－０２７５
診療日時：日曜、祝日
午前９時３０分～午後０時３０分

県救急医療情報センター

�０４８－８２４－４１９９
緊急に受診が必要なときに診療
可能な医療機関を２４時間体制で
案内しています（歯科を除く）。

小児救急電話相談（♯８０００）

急いで病院にかかる必要性や、
家庭での処置方法をアドバイス
しています。
受付日時：
月～土曜 午後７時～翌朝７時
日曜・祝日 午前９時～翌朝７時

小児初期救急当番医

診療日時：月～土曜
午後８時～１０時
（祝日、年末年始を除く）
〈当番医の問合せ〉
県央広域消防本部指令課
�０４８－５９７－３３０１（２４時間対応）

青 木 清 掃 株 式 会 社

ご家庭で処理できないゴミがある、駐車場の整備をしたい、側溝が詰まってしまった、
その他お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆さまのお役にたちます！

【本 社】〒363-0015 埼玉県桶川市南一丁目2番6号

TEL 048（775）1551�
【事業本部】〒363-0004 埼玉県桶川市五丁台425番1号

TEL 048（728）8273�

★下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
★土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
★管更生工事
★一般、産業廃棄物運搬処理業 ★浄化槽清掃・保守点検業
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